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○ストレスチェックセミナー
○環境にやさしい優良企業認定制度
○エコアクション21普及セミナー

○「ビリギャル」著者坪田信貴講演会
　（㈱ホテル東日本宇都宮）
○「資金と利益が増える経営術セミナー」
　（NBCコンサルタンツ㈱）
○企業の生産性向上セミナー
　（㈱ユーキャン）
○マイナンバー制度徹底解説セミナー
　（浅間商事㈱）
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宇都宮を愛する人、ぜひ応募してください！

〈みや〉の魅力を伝える
「うつのみや親善大使」を
募集しています！

特 集 2 うつのみや親善大使

14 商工会議所共済制度
メンバーズパーク

18 商工会議所カレンダー
19 なるほど宇都宮
20 宇都宮雷都物語
22 商工会議所の活用レシピ
インフォメーション23

8 商工会議所かわら版
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14 商工会議所共済制度
メンバーズパーク

18 商工会議所カレンダー
19 なるほど宇都宮
20 宇都宮雷都物語
22 商工会議所の活用レシピ
インフォメーション23

8 商工会議所かわら版
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「
平
成
26
年
度
地
域
実
態
調
査（
商
店
街
） 

結
果
報
告
書
」よ
り

2
商
店
街
の
実
態
調
査
結
果
報
告

特
集
1

中
心
市
街
地
、郊
外

そ
れ
ぞ
れ
の
現
状
と
課
題
が

浮
き
彫
り
に



昭和20～29年

増 加

減 少

35.3 % 5.6 %

昭和30～39年 35.3 % 11.1 %

昭和40～49年 5.9 % 27.8 %

昭和50～59年 5.9 % 44.4 %

昭和60～平成元年 11.8 % 5.6 %

平成2～6年 0 % 5.6 %

平成7～11年 0 % 0 %

平成12～16年 0 % 0 %

平成17～21年 5.9 % 0 %

平成22～26年 0 % 0 %

コンビニエンスストア
（３件）
飲食店（３件）

飲食店（８件）
衣料品店（３件）
生鮮食料品店（３件）

飲食店（１５件）
サービス店（2件）

衣料品店（８件）
身の回り品店（４件）
生鮮食料品店（４件）

郊外
48.6%

中心
市街地
51.4 %

 時期 中心市街地 郊外
（17件） （18件）

 回答選択肢 中心市街地 郊外 中心市街地 郊外

0 件 0 件

0 件 0 件

0 件 0 件

2 件 0 件

1 件 0 件

1 件 0 件

0 件 0 件

0 件 2 件

2 件 0 件

0 件 0 件

0 件 1 件

0 件 0 件

2 件 0 件

0 件 0 件

1

商圏の人口・世帯数の増加1

イベントの実施2

情報発信の実施3

大型店の進出4

大型店の撤退5

商店街や店舗の質の向上6

業種構成の充実7

交通関係施設の整備8

自動車の通行量増加9

歩行者の通行量増加10

個店の営業努力11

魅力ある店舗の増加12

その他13

わからない14

2

3

4

5

6

7

8

9

10

商店街の立地状況図1

任意団体の設立時期図2

５年前と比較した業種別店舗の増減（主なものを抜粋）図3

来街者の客層 （複数回答）図4

（件）

来街者の交通手段 （複数回答）図5

５年前と比較した商店街の景況について図6

繁盛している要因 （複数回答）図7

●中心市街地（19件）　●郊外（18件）

主
婦

仕
事
を
持
つ

男
性

仕
事
を
持
つ

女
性

学
生・若
者

家
族
連
れ

観
光
客

高
齢
者

●繁盛している　●やや繁盛している　●変わらない
●やや衰退している　●衰退している

10

15

11
13

8 9

2 2

6 6

4
3

1 1
0
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10

15

5.6%
5.6%

22.2%

38.9%

27.8%10.5%

31.6%36.8%

15.8%
5.3%

中心
市街地 郊外

 回答選択肢 中心市街地 郊外

（19件）

（3件） （2件） （3件） （2件）

（18件）

（件） ●中心市街地（19件）　●郊外（18件）

徒
歩・自
転
車

自
家
用
車

バ
ス

鉄
道

17 17

9
10

12

1
3

0
0

5

10

15

所在地
（37件）
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「
平
成
26
年
度
地
域
実
態
調
査（
商
店
街
） 

結
果
報
告
書
」よ
り

中
心
市
街
地
、郊
外

そ
れ
ぞ
れ
の
現
状
と
課
題
が

浮
き
彫
り
に

◎
目
的
（
報
告
書
よ
り
要
約
）

　

本
調
査
は
、３
カ
年
計
画
で
商
店
街
、消
費
者
、

個
別
店
舗
の
三
者
の
意
識
を
抽
出
し
、
比
較
・
分

析
を
す
る
こ
と
で
、
意
識
差
を
明
確
に
し
ま
す
。

そ
の
意
識
差
か
ら
、
商
店
街
と
個
別
店
舗
の
関

係
性
の
把
握
、
個
別
店
舗
と
消
費
者
と
の
ニ
ー
ズ

の
違
い
を
明
ら
か
に
し
、
当
所
の
地
域
振
興
施
策

に
反
映
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
調
査
で
は
、
栃
木
県
の
「
平
成
26
年

度
商
店
街
実
態
調
査
」
の
実
施
に
あ
わ
せ
、
商

店
街
を
対
象
と
し
た
「
平
成
26
年
度
地
域
実

態
調
査
（
商
店
街
）」
を
実
施
し
ま
し
た
。

◎
調
査
名
称  

平
成
26
年
度
地
域
実
態
調
査

（
商
店
街
）

◎
調
査
期
間   

平
成
26
年
７
月
７
日（
月
）〜

７
月
18
日（
金
）

◎
調
査
対
象  

市
内
38
商
店
街

◎
有
効
回
答 

 

37
件
（
有
効
回
答
率
97・４
％
）

中
心
市
街
地
19
件
・
郊
外
18
件

◎
調
査
方
法

・
商
店
街
実
態
調
査　

郵
送
留
め
置
き
調
査

・
地
域
実
態
調
査
（
商
店
街
）
面
談
式
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査

　

で
は
、
報
告
書
か
ら
主
な
内
容
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

　

宇
都
宮
市
内
の
商
店
街
の
分
布
は
、
中
心
市

街
地
商
店
街
と
郊
外
商
店
街
で
同
程
度
で
す

（
以
下
商
店
街
は
略
す
）。

　

ま
た
、
中
心
市
街
地
は
昭
和
20
年
〜
39
年
に

設
立
さ
れ
た
商
店
街
が
多
い
の
に
対
し
、
郊
外
に

つ
い
て
は
、
昭
和
50
年
〜
59
年
に
設
立
さ
れ
た
商

店
街
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

　

商
店
街
の
総
店
舗
数
で
は
、
中
心
市
街
地
は

「
不
変
」
と
回
答
し
た
割
合
が
47・4
％
と
最
も

多
か
っ
た
の
に
対
し
、
郊
外
は
減
少
傾
向
に
あ
る

と
回
答
し
た
割
合
が
72・
2
％
で
、
郊
外
の
規
模

縮
小
が
進
行
し
て
い
る
点
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
「
５
年
前
と
比
較
し
て
増
加
」
と
回
答
し
た

店
舗
数
を
業
種
別
で
み
る
と
、
中
心
市
街
地
は

飲
食
店
や
サ
ー
ビ
ス
店
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
一

方
で
郊
外
は
、
コ
ン
ビ
ニエ
ン
ス
ス
ト
ア
や
飲
食
店

が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

減
少
し
た
店
舗
は
、
中
心
市
街
地
で
は
生

活
関
連
の
小
売
店
が
目
立
ち
ま
す
。
郊
外
で

も
同
様
の
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
が
、
特
に
飲
食

店
が
減
少
し
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。

　

来
街
者
の
客
層
に
つ
い
て
は
、
中
心
市
街
地

の
客
層
は
平
均
的
に
分
か
れ
て
い
る
の
に
対
し
、

郊
外
は
、
主
婦
と
高
齢
者
の
割
合
が
高
く
、

客
層
に
偏
り
が
み
ら
れ
ま
す
。

　

中
心
市
街
地
・
郊
外
と
も
に
徒
歩
・
自
転
車

利
用
者
が
多
い
こ
と
か
ら
、
近
隣
住
民
の
利
用

が
多
い
こ
と
が
推
測
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
バ
ス
を
利
用
す
る
来
街
者
に
つい
て
は
、

中
心
市
街
地
は
10
件
と
多
い
一
方
で
、
郊
外
で

は
１
件
と
利
用
者
が
少
な
い
結
果
に
な
り
ま
し

た
。

　

中
心
市
街
地
で
は
、５
年
前
と
比
較
し
て
「
繁

盛
し
て
い
る
」「
や
や
繁
盛
し
て
い
る
」
の
割
合

が
15
・8
％
、「
変
わ
ら
な
い
」
が
31
・6
％
、「
や

や
衰
退
し
て
い
る
」「
衰
退
し
て
い
る
」
が
合
わ

せ
て
52・6
％
で
し
た
。

　

郊
外
で
は
「
繁
盛
し
て
い
る
」「
や
や
繁
盛
し

て
い
る
」
が
合
わ
せ
て
11
・2
％
、「
変
わ
ら
な
い
」

が
22・2
％
、「
や
や
衰
退
し
て
い
る
」「
衰
退
し

て
い
る
」
が
合
わ
せ
て
66・7
％
で
し
た
。

　
「
繁
盛
し
て
い
る
」「
や
や
繁
盛
し
て
い
る
」
と

の
回
答
に
対
し
て
そ
の
要
因
を
質
問
し
た
と
こ

ろ
、
中
心
市
街
地
で
は
「
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
」

（
2
件
）、「
商
店
街
や
店
舗
の
質
の
向
上
」（
2

件
）、「
個
店
の
営
業
努
力
」（
2
件
）
な
ど
が

多
く
、
自
助
努
力
に
よ
る
も
の
が
大
き
い
と
認
識

し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
一
方
郊
外
で
は
「
商
圏
の
人
口
・
世
帯
数
の
増

加
」（
2
件
）
が
最
も
高
く
な
って
い
ま
す
。

　当所では地域の経済の実態
把握や会員サービス向上など
を目的として、さまざまな調
査活動を行っています。この
度「平成26年度地域実態調査

（商店街）  結果報告書」がまと
まりましたので、その内容を
ご紹介します。

調
査
概
要

結
果
概
要

商
店
街
の

立
地
状
況
と
設
立
時
期

図1,2

1

５
年
前
と
比
較
し
た

業
種
別
店
舗
の
増
減

図3

3

５
年
前
と
比
較
し
た

商
店
街
の
景
況
に
つ
い
て

図6

6

来
街
者
の
客
層

図4

4

来
街
者
の
交
通
手
段

図5

5

繁
盛
し
て
い
る
要
因

図7

7

５
年
前
と
比
較
し
た

総
店
舗
数
の
増
減

2

新鮮な野菜に目をうばわれる消費者



 回答選択肢 中心市街地 郊外

0 件 1 件

1 件 1 件

0 件 1 件

0 件 1 件

3 件 3 件

4 件 0 件

9 件 8 件

9 件 10 件

4 件 1 件

1 件 6 件

2 件 1 件

2 件 7 件

5 件 5 件

高齢者等地域住民の身近な購買機会の提供1

地域の賑わいの創出2

他の公共機能等と相まった利便性の提供3

地域情報発信の担い手4

地域の文化・伝統の担い手5

町内会等の地域活動の担い手6

まちの治安や防犯への寄与7

まち並みや歴史的資産の保存8

創業機会の提供9

観光客へのホスピタリティの提供10

その他11

特になし12

わからない13

商店街に期待される役割 （複数回答）図8

商店街が直面している課題 （複数回答）図10

 回答選択肢 中心市街地 郊外

3 件 1 件

5 件 6 件

6 件 11 件

0 件 2 件

5 件 7 件

1 件 0 件

商圏人口の減少8

リーダー不在9

後継者不足10

空き店舗の増加11

商店街に集客の核となる施設または
店舗がない12

その他13

 回答選択肢 中心市街地 郊外

4 件
5 件
5 件

5件 2 件

0 件 2 件

0 件 3 件

業種構成1

店舗老朽化2

各店舗の規模が小さい3

駐車場不足4

交通量の減少5

大型店との競合6

3 件 1 件特にない134 件 2 件郊外型専門店との競合7

 回答選択肢 中心市街地 郊外

商店街の役割の達成度図9行政に対して期待する商店街振興事業図13

５年前と比較した空き店舗数の変化図11

●商店街が行う事業への補助　●商店街が行う事業への低利融資　●研修会・講習会の開催
●情報提供　●街路の整備　●空き店舗対策　●情報化への支援　●その他　
●行政に求めるものはない

●おおむね達成できている　●一部達成できている　
●達成できていない　●わからない

●増加　●不変　●減少　●空き店舗なくなった

6.3 %

31.3 %

12.5 %

50 %23.5 %33.3 %

5.6 %
5.6 %

5.6 %

22.3 %

6.7 %

13.3 %

13.3 %

33.3 %
27.8 %

22.2 %
11.1 %

47.1 %

11.8 %

17.6 %

11.1 %
35.3 %

58.8 %

5.9 %

50.0 %
33.3 %

5.6 %

 回答選択肢 中心市街地 郊外

2 件 4 件

3 件 4 件

3 件 0 件

1 件 1 件

1 件 6 件

商店街に魅力がない1

店舗が補修、拡張できない2

家賃（売値）の折り合いがつかない3

業種に制限をつけている4

空き店舗のＰＲが不足している5

立地条件・交通環境がよくない6

空き店舗の状態が継続している理由 （複数回答）図12

 回答選択肢 中心市街地 郊外

0 件 0 件

（19件） （18件）

（15件） （14件）（15件） （14件）

（19件） （18件）

中心
市街地 郊外
（17件） （16件）

（19件） （18件） （19件） （18件）

6 件
7 件
1 件

中心
市街地 郊外
（18件） （17件）

中心
市街地
（15件）

郊外
（18件）

8 件 7 件

1 件 0 件

1 件 1 件

4 件 3 件

所有者に賃貸する意思がない7

所有者に使用計画がある8

入店希望の業種の折り合いがつかない9

その他10
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中
心
市
街
地
・
郊
外
と
も
に
「
地
域
の
賑
わ

い
の
創
出
」
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
「
高

齢
者
等
地
域
住
民
の
身
近
な
購
買
機
会
の
提

供
」
も
、
中
心
市
街
地
で
9
件
、
郊
外
で
8
件

と
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
来
街
者
の
高

齢
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
郊
外
で
は
中
心
市
街

地
に
比
べ
、
地
域
情
報
発
信
や
、
町
内
会
等
の

地
域
活
動
の
担
い
手
と
し
て
も
役
割
を
認
識
し
て

い
ま
す
。

　

中
心
市
街
地
で
は
「
お
お
む
ね
達
成
で
き
て

い
る
」「
一
部
達
成
で
き
て
い
る
」
と
い
う
回
答

が
合
わ
せ
て
70
・
6
％
に
達
し
て
お
り
、「
役
割

を
達
成
し
て
い
る
」
と
い
う
認
識
が
高
く
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
郊
外
で
は
「
わ
か
ら
な

い
」（
50
％
）
と
の
結
果
が
出
て
お
り
、
達
成
感

を
体
感
で
き
て
い
な
い
と
言
え
る
よ
う
で
す
。

　

中
心
市
街
地
で
は
「
店
舗
の
老
朽
化
」
が
最

も
高
く
（
7
件
）、
そ
こ
に
「
業
種
構
成
」（
6

件
）、「
後
継
者
不
足
」（
6
件
）
な
ど
が
続
き

ま
す
。

　

郊
外
で
は
「
後
継
者
不
足
」
が
11
件
と
目
立
っ

て
多
く
な
って
い
ま
す
。

　

中
心
市
街
地
、
郊
外
と
も
「
不
変
」
と
回
答

し
た
割
合
が
最
も
高
か
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
一

方
で
中
心
市
街
地
の
場
合
は
「
減
少
」
と
い
う

回
答
も
33・
3
％
と
高
く
、
改
善
が
進
ん
で
い
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

空
き
店
舗
の
状
態
が
継
続
し
て
い
る
理
由
と
し

て
、「
所
有
者
に
賃
貸
す
る
意
思
が
な
い
」
が
中
心

市
街
地
で
は
8
件
、
郊
外
で
は
7
件
と
と
も
に
最

も
回
答
が
多
く
、
商
店
街
だ
け
で
は
解
決
で
き
な

い
課
題
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

中
心
市
街
地
、
郊
外
と
も
に
「
商
店
街
が
行

「
中
心
市
街
地
と
郊
外
、

  

そ
れ
ぞ
れ
の
商
店
街
の

　
課
題
と
違
い
が
浮
き
彫
り
に
」

問合せ

地域振興部
☎028-637-3131

http://
www.u-cci.or.jp

う
事
業
へ
の
補
助
」
と
回
答
し
た
割
合
が
最
も

高
い
数
字
と
な
り
ま
し
た
（
中
心
市
街
地
33
・

3
％
、
郊
外
型
27・
8
％
）。
そ
の
一
方
で
「
行

政
に
求
め
る
も
の
は
な
い
」
と
す
る
回
答
も
中
心

市
街
地
で
は
33・
3
％
、
郊
外
型
で
は
22・3
％
と

高
く
、
行
政
に
対
す
る
期
待
が
二
極
化
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

今
回
の
調
査
で
は
、
中
心
市
街
地
と

郊
外
の
商
店
街
の
特
徴
が
そ
れ
ぞ
れ
色

濃
く
反
映
さ
れ
た
結
果
と
な
り
ま
し

た
。

　

来
街
者
の
客
層
や
交
通
手
段
に
お
い

て
は
、
中
心
市
街
地
と
郊
外
で
差
が
み

ら
れ
る
一
方
で
、
店
舗
の
老
朽
化
や
後

継
者
不
足
、
商
店
街
に
集
客
の
核
と
な

る
施
設
ま
た
は
店
舗
が
な
い
な
ど
、
共

通
の
課
題
が
あ
る
こ
と
も
浮
き
彫
り
に

な
り
ま
し
た
。

　

当
所
と
し
て
は
、
こ
の
結
果
を
も
と

に
各
商
店
街
と
協
力
し
て
、
景
況
感

を
あ
げ
て
い
く
と
と
も
に
、
行
政
へ
の

働
き
か
け
を
継
続
し
て
実
施
し
て
い
き

ま
す
。

　

ま
た
、
今
後
さ
ま
ざ
ま
な
調
査
結

果
と
照
ら
し
合
わ
せ
、
商
店
街
活
性

化
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

※
本
調
査
の
詳

細
に
つ
き
ま
し

て
は
、当
所
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参

照
く
だ
さ
い
。

商
店
街
に

期
待
さ
れ
る
役
割

図8

8

商
店
街
が

直
面
し
て
い
る
課
題

図10

10

５
年
前
と
比
較
し
た

空
き
店
舗
数
の
変
化

図11

11

空
き
店
舗
の
状
態
が

継
続
し
て
い
る
理
由

図12

12

行
政
に
対
し
て
期
待
す
る

商
店
街
振
興
事
業

図13

13

総
括
的
評
価

商
店
街
の
役
割
の
達
成
度

図9

9

掘り出し物を探しにぎわう商店街多くの人がフリーマーケットに大集結
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《 》

【「 」募集要項】

「
」（第５期）

。
宇都宮商工会議所青年部では「うつのみや親善
大使」（第５期）の募集をしています。

宇都宮市内に居住、もしくは宇都宮市内に通勤、
通学している方

ホームページから直接お申し込みいただくか、応募
用紙をダウンロードし、郵送にてお申し込みください。

●清潔感のある方、明るく健康な方、宇都宮を愛
している方

●イベント等で説明ができる程度の宇都宮に関す
る知識を有している方 など

応募資格

満18歳以上（高校生は不可）

http://www.u-yeg.jp

2名募集
人員

活動期間／平成27年9月30日（水）～平成28年９月30日（金）

募集期間／平成27年７月１日（水）～８月20日（木）

「うつのみや親善大使」募集要項

選考基準

選考方法

応募方法

書類審査および最終審査（面接、スピーチ）

素
敵
に
P
R
し
て
い
ま
す
！

大
好
き
な
宇
都
宮
を

特集2　うつのみや親善大使

7 July 2015 6

新旧「うつのみや親善大使」の皆さん

宇
都
宮
を
愛
す
る
人
、ぜ
ひ
応
募
し
て
く
だ
さ
い
！

 

〈
み
や
〉の
魅
力
を
伝
え
る

   

「
う
つ
の
み
や
親
善
大
使
」
を

  

募
集
し
て
い
ま
す
！

問合せ

宇都宮商工会議所
青年部担当

☎028-637-3131

宇
都
宮
商
工
会
議
所
青
年
部
で
は
、現
在「
う
つ
の
み
や
親
善
大
使
」（
第
５
期
）の
募
集
を
し
て
い
ま
す
。

各
種
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
な
ど
の
活
動
を
通
じ
て
、ふ
る
さ
と
宇
都
宮
の
Ｐ
Ｒ
に
活
躍
す
る

「
う
つ
の
み
や
親
善
大
使
」は
、青
年
部
の
活
動
に
お
い
て
も
大
き
な
力
と
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

第
５
期
募
集
に
、ぜ
ひ
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

宇
都
宮
商
工
会
議
所
青
年
部
で
は
平
成
23
年

度
か
ら
「
う
つ
の
み
や
親
善
大
使
」
事
業
を
継
続

事
業
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
４

年
間
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
生
か
し
な
が
ら
、

各
種
イ
ベン
ト
な
ど
で
宇
都
宮
市
の
Ｐ
Ｒ
に
尽
力
し

て
き
ま
し
た
。

　

明
る
く
さ
わ
や
か
な
笑
顔
で
ふ
る
さ
と
の
魅
力

を
伝
え
る
親
善
大
使
た
ち
は
、
ど
の
イ
ベ
ン
ト
で

も
人
気
の
的
に
な
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
度
か
ら
は

当
所
ゆ
る
キ
ャ
ラ
「
ご
ろっ
ぺ
」「
し
ょ
う
ち
ゃ
ん
」

と
も
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョン
を
組
む
機
会
も
増
え
、
い

よ
い
よ
魅
力
が
高
ま
って
い
ま
す
。

　

昨
年
度
の
主
な
活
動
は
「
ま
ち
な
か
ハン
ギ
ン
グ

バ
ス
ケ
ッ
ト
大
作
戦（
５
月
）」「
宮
ま
つ
り（
８
月
）」

「
う
つ
の
み
や
花
火
大
会
（
８
月
）」「
も
っ
た
い
な
い

フェア（
９
月
）」「
花
と
緑
の
フェス
テ
ィ
バ
ル（
10
月
）」

「
ジ
ャ
パ
ン
カッ
プ
ク
リ
テ
リ
ウ
ム
（
10
月
）」「
ミ
ヤ
・

ジ
ャ
ズ
イ
ン
（
11
月
）」「
宮
の
市
（
商
業
祭
）（
11

月
）」「
宇
都
宮
餃
子
祭
り
（
11
月
）」
な
ど
、
ま

さ
に
市
内
主
要
イ
ベン
ト
は
ほ
と
ん
ど
登
場
す
る
活

躍
ぶ
り
で
す
。
そ
の
他
に
も
と
ち
ぎ
テ
レ
ビ
や
レ
デ

ィ
オ
ベ
リ
ー
、
栃
木
放
送
、
も
ん
み
や
な
ど
の
メ
デ

ィ
ア
に
も
随
時
登
場
し
、
宇
都
宮
市
や
宇
都
宮
商

工
会
議
所
青
年
部
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

第
３
期
の
親
善
大
使
と
し
て
、
佐
藤
菜
々
絵
さ

ん
と
と
も
に
活
躍
し
て
い
る
小
牧
絵
美
さ
ん
は
「
ふ

だ
ん
会
え
な
い
企
業
や
行
政
の
ト
ッ
プ
の
方
と
お
話

し
で
き
る
な
ど
、
貴
重
な
体
験
を
た
く
さ
ん
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
」
と
、
親
善
大
使
と
し
て
の

活
動
の
魅
力
を
話
し
ま
す
。「
地
元
出
身
の
私
も

知
ら
な
い
宇
都
宮
の
魅
力
に
も
出
会
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
楽
し
か
っ
た
と
同
時
に
、
こ
れ
を
皆

さ
ん
に
伝
え
る
難
し
さ
も
実
感
し
、
自
分
の
成
長

に
も
つ
な
がっ
た
と
思
い
ま
す
」。
そ
ん
な
中
で
、
い

ち
ば
ん
印
象
深
か
っ
た
の
は
、
宇
都
宮
商
工
会
議

所
青
年
部
が
中
心
に
な
って
県
内
商
工
会
議
所
青

年
部
の
団
結
力
を
発
揮
し
た
青
年
部
全
国
大
会
だ

っ
た
そ
う
で
す
。「
と
て
も
大
変
で
し
た
が
、
大
き

な
プ
ラ
ス
に
な
り
ま
し
た
」。

　

第
４
期
の
髙
橋
優
子
さ
ん
は
、
ご
両
親
の
勧
め

で
応
募
、
親
善
大
使
に
な
り
ま
し
た
。「
餃
子
祭

り
に
参
加
し
た
時
に
は
、
人
の
多
さ
に
びっ
く
り
し

ま
し
た
。
多
く
の
方
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
手
渡
し
、

直
接
ふ
れ
あ
う
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
印
象
深
かっ

た
で
す
ね
」。

　

同
じ
く
第
４
期
の
齋
藤
愛
理
さ
ん
は
、
将
来
は
マ

ス
コ
ミ
志
望
と
い
う
こ
と
も
あ
り
「
母
が
『
き
っ
と

い
い
経
験
に
な
る
か
ら
』
と
勧
め
て
く
れ
た
の
で
、

応
募
し
ま
し
た
」
と
の
こ
と
。「
初
め
て
の
仕
事
は

『
花
と
緑
の
フェス
テ
ィ
バ
ル
』。
来
場
者
に
苗
木
を
配

っ
た
り
し
た
の
で
す
が
、
本
当
に
緊
張
し
ま
し
た
」。

　

髙
橋
さ
ん
と
齋
藤
さ
ん
の
第
４
期
コ
ン
ビ
は
、
公

式
ブ
ロ
グ
も
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
ネ
ッ
ト
を
使
っ
た

情
報
発
信
は
２
人
が
発
案
し
た
も
の
で
、
記
事
も

２
人
が
相
談
し
な
が
ら
分
担
し
て
書
い
て
い
る
そ

う
で
す
。
生
の
声
が
読
め
る
こ
と
で
、
ア
ク
セ
ス
も

上
々
と
の
こ
と
で
す
。

　

宇
都
宮
商
工
会
議
所
青
年
部
交
流
委
員
会
の

鈴
木
康
史
委
員
長
は
「
う
つ
の
み
や
親
善
大
使
は

４
年
間
の
実
績
を
持
ち
、
順
調
に
知
名
度
も
ア
ッ

プ
し
て
い
ま
す
。
平
成
26
年
度
か
ら
は
親
善
大
使

うつのみや親善大使

自
身
に
よ
る
公
式
ブ
ロ
グ
も
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
と

で
、
よ
り
身
近
な
存
在
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
つ

つ
あ
り
ま
す
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
す
。

　
「
昨
年
度
は
宇
都
宮
商
工
会
議
所
青
年
部
関
連

以
外
で
17
の
イ
ベン
ト
に
参
加
、
中
に
は
群
馬
県
で

の
も
の
も
あ
り
ま
し
た
。
今
年
度
は
さ
ら
に
広
く

活
動
を
行
って
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
親
善

大
使
に
は
、
明
る
く
健
康
で
、
何
よ
り
宇
都
宮
が

大
好
き
な
人
に
ご
応
募
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。

好
き
だ
か
ら
こ
そ
、
Ｐ
Ｒ
で
き
る
の
だ
と
思
い
ま

す
。
ぜ
ひ
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
」

　

宇
都
宮
の
魅
力
を
伝
え
る
「
う
つ
の
み
や
親
善

大
使
」。
10
月
に
は
、
新
た
な
親
善
大
使
が
登
場

す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

 〈みや〉の魅力を伝える  「うつのみや親善大使」を 募集しています！
特集2

宇
都
宮
の
魅
力
を

伝
え
て
き
た
４
年
間

公
式
ブ
ロ
グ
も
ス
タ
ー
ト

ネ
ッ
ト
で
も
宇
都
宮
を
発
信

宇
都
宮
を
愛
し
て
い
る
人
に

応
募
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
！

当所ゆるキャラ
「ごろっぺ」「しょ
うちゃん」と第4
期親善大使

「ふるさと宮まつ
り」にも、いまや
なくてはならない
存在に

宇都宮市マスコット
キャラクター「ミヤリー」
と第３期、第４期の
親善大使「花と緑の
フェスティバル」）

「宮の市（商業祭）」
で、第3期、第4期親
善大使が出店ブース
のお手伝い

「ミヤ・ジャズイン2014」
のオープニングパレー
ドでは、親善大使が
先導

数多くの人たちと
ふれあう機会が、
親善大使自身の
成長にも

宇都宮商工会議所
青年部 交流委員会

鈴木康史委員長
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６
月
研
修
例
会
を
開
催

第
26
回
通
常
総
会
を
開
催

青
年
部
だ
よ
り

女
性
部
だ
よ
り

　

会
員
拡
大
委
員
会
は
６
月
19
日

（
金
）、
市
内
ホ
テ
ル
で
６
月
研
修

例
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

本
研
修
例
会
に
は
、
ソ
ニ
ー
生
命

保
険
㈱
宇
都
宮
支
社
シ
ニ
ア
ラ
イ

フ
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
高
岸
伸
二
氏
を

講
師
に
お
招
き
し
、「
～
な
ぜ
今
、

事
業
承
継
が
必
要
な
の
か
～ 

相
続

が
争
族
に
な
ら
な
い
た
め
に
」を

テ
ー
マ
に
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

事
業
承
継
と
相
続
税
の
関
係
に
つ

い
て
、「
な
ぜ
税
制
改
正
は
さ
れ
た

の
か
」「
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
承
継
対

策
の
裏
話
」「
多
角
的
検
討
が
事
業

承
継
成
功
の
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
に
つ
な

が
る
」な
ど
、
具
体
的
な
事
例
を
織

り
交
ぜ
な
が
ら
わ
か
り
や
す
く
説

　

第
26
回
通
常
総
会
を
６
月
３
日

（
水
）、
市
内
ホ
テ
ル
で
開
催
し
、

28
人
の
会
員
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

北
村
会
頭
に
ご
臨
席
い
た
だ
き
、

平
成
26
年
度
事
業
報
告
、
収
支
決

算
報
告
お
よ
び
平
成
27
年
度
事
業

計
画（
案
）、
収
支
予
算（
案
）等
に
つ

い
て
協
議
し
全
て
の
議
案
が
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　

女
性
の
経
営
者
や
管
理
者
の
資

質
向
上
を
主
た
る
目
的
と
す
る
女

性
部
で
は
、
今
年
度
も
講
習
会
の

開
催
、
少
子
化
問
題
へ
の
取
り
組
み

を
は
じ
め
、
委
員
会
を
中
心
に
さ

明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

当
青
年
部
の
年
齢
構
成
を
考
え

る
と
、
事
業
承
継
は
身
近
な
課
題

で
あ
り
、
そ
の
重
要
性
を
認
識
し
、

相
続
対
策
、
後
継
者
の
育
成
、
会

社
の
存
続
発
展
な
ど
、
早
期
に
準

備
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
痛
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

会
社
の
文
化
を
引
き
継
ぎ
、
次

の
世
代
へ
承
継
す
る
こ
と
は
、
経
営

者
に
と
っ
て
最
大
の
仕
事
と
な
り
ま

す
が
、
人
的
承
継
に
は
時
間
を
有

し
、
物
的
承
継
で
は
タ
イ
ミ
ン
グ
や

対
策
次
第
で
は
大
き
く
費
用
が
変

わ
っ
て
き
ま
す
。　
　

　

今
回
の
研
修
で
得
た「
学
び
」や

「
気
づ
き
」を
各
々
の
会
社
の
中
に

反
映
し
、
普
遍
的
な
企
業
の
発
展

と
経
営
者
と
し
て
の
資
質
向
上
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
会
員
拡
大
委
員
会　

委
員
長  

福
田　

裕
）

ま
ざ
ま
な
事
業
を
計
画
し
実
行
し

て
い
く
こ
と
や
、
組
織
基
盤
の
強
化

を
図
る
た
め
、
こ
う
し
た
活
動
の

周
知
を
行
い
、
会
員
増
強
に
努
め
て

い
き
ま
す
。
ま
た
、
女
性
部
創
立
25

周
年
記
念
事
業
に
つ
い
て
は
、
関
係

機
関
と
の
連
携
を
図
り
、
会
員
が
一

致
団
結
し
て
成
功
に
導
く
こ
と
を

全
員
の
総
意
と
し
て
確
認
し
ま
し

た
。

　

総
会
終
了
後
に
は
、
宇
都
宮
市

経
済
部
観
光
交
流
課
課
長
補
佐
の

金
枝
様
か
ら「
宇
都
宮
市
の
観
光
に

関
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
」と
題

し
、
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
宇

都
宮
市
で
は
平
成
25
年
５
月
策
定
の

「
宇
都
宮
市
観
光
推
進
プ
ラ
ン
」を

踏
ま
え
、
平
成
27
年
度
は
着
地
型

観
光
の
推
進
や
、
外
国
人
向
け
の

情
報
発
信
の
強
化
な
ど
が
計
画
さ

れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
、
女
性
部

活
動
の
今
後
に
つ
い
て
ヒ
ン
ト
を
得

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
恒
例
の
写
真
撮
影
と
、

北
村
会
頭
を
は
じ
め
ご
臨
席
い
た

だ
い
た
役
員
の
方
々
を
交
え
て
懇

親
会
を
開
催
し
、
親
睦
を
図
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

（
理
事  

永
井　

京
子
）

議
員
職
務
執
行
者
の
変
更

議
員
職
務
執
行
者
が
変
更
し
ま
し
た
の
で
、

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

㈱クロサキ  
代表取締役

黒﨑　英典氏
（平成 27年 6月 1日付）

㈱クロサキ
取締役会長

黒﨑　成一氏

㈱栃木銀行  
専務取締役

黒本　淳之介氏
（平成 27年 6月 26日付）

㈱栃木銀行  
専務取締役

菊地　正敏氏

議員

日本郵便㈱
宇都宮中央郵便局
局長

井上　邦彦氏
（平成 27年４月１日付）

日本郵便㈱
宇都宮中央郵便局
局長

本多　武則氏

平
成
27
年
度
第
１
回
常
議
員
会
な
ら
び
に

通
常
議
員
総
会
を
開
催

常
議
員
会
・
議
員
総
会

　

平
成
27
年
度
第
１
回
常
議
員
会
な

ら
び
に
通
常
議
員
総
会
が
６
月
29
日

（
月
）、
市
内
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

総
会
で
は
、「
平
成
26
年
度
事
業

報
告
お
よ
び
収
支
決
算
の
承
認
」、

「
常
議
員
の
選
任
」、「
表
彰
規
則
に

基
づ
く
表
彰
」、「
名
誉
議
員
の
名
称

を
贈
る
こ
と
」、「
定
款
の
一
部
変
更
」

「
就
業
規
則
の
一
部
改
正
」、「
諸
積

立
金
資
金
運
用
規
則
の
一
部
改
正
」、

「
会
員
お
よ
び
特
別
会
員
の
加
入
承

認
」の
８
議
案
が
審
議
さ
れ
、
満
場

一
致
で
承
認
・
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
当
所
役
員
議
員
を
退
任
し

た
上
野
泰
男
氏（
㈱
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
）

と
篠
崎
昌
平
氏（
㈱
シ
ノ
ザ
キ
）に
感

謝
状
と
名
誉
議
員
の
顕
彰
状
が
贈
ら

れ
、
武
藤
俊
夫
氏（
㈱
ミ
ツ
ト
ヨ
宇

都
宮
事
業
所
）に
感
謝
状
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
地
域
経
済
の
振

興
と
当
所
の
発
展
に
貢
献
し
た
と
し

て
東
野
交
通
㈱
に
関
東
経
済
産
業
局

長
表
彰
、
地
域
活
性
化
と
ま
ち
づ
く

り
に
貢
献
し
た
と
し
て
宇
都
宮
商
工

会
議
所
女
性
部
に
関
東
商
工
会
議
所

連
合
会
の
ベ
ス
ト
ア
ク
シ
ョ
ン
表
彰

が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

本研修例会でご講演をいただいた
高岸伸二氏

第１回常議員会ならびに通常議員総会

総
務
部

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
「
ｅ-

天
地
人
」

　

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン「
ｅ-

天
地
人
」

を
、
月
2
回（
5
日
・
20
日
）配
信

し
て
い
ま
す
。

　

内
容
は
地
域
の
経
済
ニ
ュ
ー
ス
や

イ
ベ
ン
ト
情
報
、
経
済
・
経
営
に
関

す
る
最
新
の
お
役
立
ち
情
報
、
セ

ミ
ナ
ー
・
講
座
・
講
習
会
や
各
種

検
定
試
験
情
報
、
各
種
会
員
サ
ー

ビ
ス
な
ど
の
商
工
会
議
所
事
業
の

ご
案
内
で
す
。

　

購
読
は
無
料
で
す
。
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

※
受
信
料
は
無
料（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

接
続
料
は
、
各
自
ご
負
担
く
だ
さ
い
）。

※
ご
登
録
後
の「
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

変
更
」「
配
信
停
止
」に
つ
い
て
は
、

お
手
数
で
す
が
当
所
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

※
携
帯
電
話
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
は
、

ご
登
録
で
き
ま
せ
ん
。

北村会頭を囲んでの集合写真

黒
本  

淳
之
介
氏
／
く
ろ
も
と 

じ
ゅ
ん
の
す
け

㈱
栃
木
銀
行  

専
務
取
締
役

坂
井
　
知
峰 

氏 

／
さ
か
い   

と
も
お　

㈱
ミ
ツ
ト
ヨ 

宇
都
宮
事
業
所

取
締
役
上
席
執
行
役
員

宇
都
宮
事
業
所
長

竹
内
　
秀
夫
氏
／
た
け
う
ち  

ひ
で
お

東
野
交
通
㈱ 

常
務
取
締
役

長
谷
川  

達
彦
氏
／
は
せ
が
わ　

た
つ
ひ
こ

東
日
本
電
信
電
話
㈱ 

栃
木
支
店 

支
店
長

吉
田
　
稔 

氏
／
よ
し
だ  

み
の
る

宇
都
宮
証
券
㈱　

代
表
取
締
役
社
長

新
常
議
員
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「
会
員
数
の
拡
大
と
退
会
防
止
」を
提
言

「
環
境
」を
テ
ー
マ
に
、提
言
書
を
提
出

総
務
企
画
委
員
会

環
境
・
福
祉
委
員
会

　

総
務
企
画
委
員
会
は
、
平
成
26

年
３
月
に
第
１
回
委
員
会
を
開
催

し
て
か
ら「
会
員
数
の
拡
大
と
退
会

防
止
」を
テ
ー
マ
に
検
討
を
重
ね
て

き
ま
し
た
が
、
そ
の
内
容
を
取
り

ま
と
め
た
提
言
書
を
６
月
５
日

（
金
）、
中
津
委
員
長
と
藤
井
副
委

員
長
か
ら
北
村
会
頭
に
提
出
し
ま

し
た
。

【
提
言
書
の
概
要
】

1 

商
工
会
議
所
会
員
数
の
増
加
に

関
す
る
提
言

① 

役
員
・
議
員
の
積
極
的
な
新
規

入
会
勧
奨
と
数
値
目
標
の
設
定

　

役
員
・
議
員
が
事
務
局
と
一
体
に

　

環
境
・
福
祉
委
員
会
は
、
平
成

26
年
度
か
ら「
環
境
」を
調
査
研
究

テ
ー
マ
と
し
て
、
宇
都
宮
市
と
の
意

見
交
換
や
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
踏

ま
え
て
作
成
し
た
提
言
書
を
６
月

５
日（
金
）、
仲
田
委
員
長
と
増
田

副
委
員
長
か
ら
北
村
会
頭
に
提
出

し
ま
し
た
。

【
提
言
書
の
概
要
】

　

企
業
に
と
っ
て
、
環
境
対
策
事
業

へ
の
取
り
組
み
は
、
企
業
が
存
続
し

発
展
す
る
上
で
の
重
要
な
要
素
と

な
っ
て
お
り
、
多
く
の
企
業
が
環
境

対
策
に
一
定
程
度
の
取
り
組
み
を
実

施
し
て
い
る
も
の
の
、
企
業
間
で

取
り
組
み
に
温
度
差
が
見
ら
れ
る
。

特
に
大
企
業
に
比
べ
小
規
模
事
業

者
の
取
り
組
み
に
遅
れ
が
見
て
取

な
っ
て
、
商
工
会
議
所
の
事
業
を
理

解
し
た
う
え
で
新
規
入
会
と
退
会
防

止
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
、
取
引

先
へ
の
入
会
の
声
掛
け
や
事
務
局
へ

の
紹
介
、
新
規
入
会
目
標
値
の
設
定

や
目
標
達
成
者
へ
の
顕
彰
制
度
な
ど

の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
導
入
す
る
。

② 

会
員
メ
リ
ッ
ト
の
明
確
化

　

管
内
事
業
所
の
入
会
促
進
と
退
会

を
防
止
す
る
魅
力
的
な
事
業
を
創
出

す
る
と
と
も
に
、
そ
の
事
業
を
従
来

に
と
ら
わ
れ
な
い
手
法
に
よ
り
、
会

員
・
非
会
員
問
わ
ず
広
く
周
知
す
る
。

③ 

新
規
事
業
の
創
出
と
既
存
事
業

の
廃
止

　

新
規
事
業
実
施
後
の
成
果
を
高
め

る
た
め
に
、
既
存
事
業
の
成
果
を
精

査
し
、
勇
気
あ
る
事
業
の
廃
止
を
行

う
。

2 

長
期
的
な
構
造
改
革
に
関
す
る

提
言

　

宇
都
宮
商
工
会
議
所
が
さ
ら
に
存

在
価
値
を
高
め
、
広
く
事
業
者
か
ら

認
知
さ
れ
、
信
頼
さ
れ
る
団
体
と
し

て
存
在
す
る
た
め
に
、
当
所
の
構
造

的
な
諸
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
、

発
想
の
転
換
と
既
存
の
枠
組
み
を
改

革
す
る
。

れ
る
状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
小
規

模
事
業
者
が
取
り
組
み
や
す
く
な
る

よ
う
な
周
辺
環
境
整
備
や
、
宇
都
宮

を
訪
れ
る
人
も
多
く
な
る
機
会
を
と

ら
え
、
ゴ
ミ
の
な
い
美
し
い
ま
ち
づ

く
り
の
た
め
、
次
の
点
に
つ
い
て
今

後
の
事
業
展
開
に
考
慮
さ
れ
る
よ
う

要
望
し
た
。

① 

簡
易
な
設
備
等
の
導
入
や
更
新

費
用
等
の
短
期
的
な
コ
ス
ト
増

加
を
軽
減
し
、
小
規
模
事
業
者

も
取
り
組
む
意
欲
が
出
る
よ
う

な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
与
え
る

支
援
や
、
補
助
金
の
創
設
・
増

額
等
、
宇
都
宮
市
等
の
行
政
機

関
へ
の
働
き
か
け
も
含
め
た
積

極
的
な
対
応
。

② 

環
境
対
応
の
重
要
性
、
必
要
性

の
意
識
啓
発
の
た
め
に
、
当
所

会
報
等
で
の
情
報
提
供
、
研
修

会
等
に
よ
る
環
境
学
習
活
動
機

会
の
提
供
の
充
実
。

③ 

さ
ま
ざ
ま
な
環
境
循
環
型
企
業

経
営
行
動
は
、
企
業
の
社
会
的

責
任
を
果
た
す
た
め
に
も
重
要

で
あ
り
、
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら

で
き
る
事
例
集
作
成
な
ど
、
宇

都
宮
独
自
の
運
動
と
し
て
継
続

的
な
展
開
。

北村会頭（左）に提言書を提出する
仲田委員長(中央）と増田副委員長（右）

北村会頭（左）に提言書を提出する
中津委員長（中央）と藤井副委員長（右）
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中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会

経
営
の
先
行
き
に
不
安
を

感
じ
た
ら
ご
相
談
く
だ
さ
い
！

　

中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会
は
、

中
小
企
業
の
再
生
に
向
け
た
取
り
組

み
を
支
援
す
る
た
め
都
道
府
県
ご
と

に
設
置
さ
れ
て
い
る
公
正
中
立
な
公

的
機
関
で
す
。

　

事
業
の
収
益
性
は
あ
る
が
、
財
務

上
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
中
小
企
業

を
対
象
に
、き
め
細
か
い
経
営
相
談
・

再
生
支
援
を
行
い
ま
す
。

栃
木
県
中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会

（
栃
木
県
産
業
会
館
7
Ｆ
）

☎
0
2
8-

6
1
0- 

4
1
1
0

問合せ

第一次対応第二次対応

企
業
再
生

専
任
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る

窓
口
相
談

●	

財
務
諸
表
等
に
よ
り
現
状
分
析

●	

支
援
施
策
の
紹
介

●	

企
業
再
生
の
可
能
性
の
検
討

専
門
家
チ
ー
ム
が

再
生
計
画
の
策
定
を
支
援

●	

再
生
手
法
の
検
討
→
再
生
計
画

　
の
策
定

●	

債
権
者
間
調
整
〜
合
意

※金融機関も独自に中小企業支援コンサルティングを行っており、その過程で再生支援協議会
　を紹介されることもあります。

再
生
計
画
を
策
定
し
て

金
融
機
関
と
の
調
整
が
必
要
な
場
合

再
生
計
画
ス
タ
ー
ト

● 

再
生
計
画
の
進
捗
状
況
を
サ
ポ
ー
ト

　

こ
の
特
別
保
証
は
、
当
所
の
推
薦

に
よ
り
、
事
業
資
金
の
借
入
を
支
援

す
る
制
度
で
す
。

【
ご
利
用
で
き
る
方
】

宇
都
宮
市
内
で
同
一
事
業
を
１
年
以

上
営
み
、
一
定
の
推
薦
要
件
を
満
た

し
て
い
る
会
員
事
業
所

【
借
入
限
度
額
】

5
0
0
万
円
、
ま
た
は
直
近
決
算
の

平
均
月
商
の
お
お
む
ね
3
倍
ま
で
の

い
ず
れ
か
少
な
い
額（
た
だ
し
設
備

資
金
は
5
0
0
万
円
ま
で
）。

【
保
証
期
間
】  

10
年
以
内　
　
　

【
借
入
利
率
】金
融
機
関
所
定
利
率

【
信
用
保
証
料
】

年
0.
4
5
％
～
1.
9
0
％

【
担
保
・
保
証
人
】

担
保
不
要
、
保
証
人
は
原
則
と
し
て

不
要（
法
人
代
表
者
を
除
く
）。

※
審
査
の
結
果
、
ご
希
望
に
沿
え
な

　

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

商
工
い
き
い
き
特
別
保
証経

営
支
援
部

☎
0
2
8-

6
3
7- 

3
1
3
1

問合せ

経
営
支
援
部

☎
0
2
8-

6
3
7- 

3
1
3
1

問合せ

市
内
金
融
機
関
、 

県
信
用
保
証
協
会
と
連
携

地
域
振
興
部

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

ザ
・
商
談
！
し
・
ご
・
と
発
掘
市
（
工
業
版
）

金
属
製
品・機
械
器
具・関
連
業
種
の
商
談
会
で
す
。

発
注
企
業・受
注
希
望
企
業
を
募
集
し
ま
す
!!

　

本
商
談
会
は
、
発
注
企
業
が
事

前
に
発
注
案
件
を
提
示
し
、
そ
の

案
件
に
対
応
可
能
な
受
注
希
望
企

業
が
商
談
を
申
し
込
む
形
式
で
、

25
商
工
会
議
所
に
よ
る
共
催
で
実

施
し
ま
す
。
商
談
に
至
ら
な
け
れ

ば
参
加
費
は
か
か
り
ま
せ
ん
。
ま

ず
は
エ
ン
ト
リ
ー
か
ら
！

〈
本
商
談
会
の
メ
リ
ッ
ト
〉

　

事
前
に
申
し
込
み
を
し
た
受
注

希
望
企
業
の
中
か
ら
、
発
注
企
業

が
商
談
希
望
企
業
を
決
め
る
た
め
、

精
度
の
高
い
商
談
が
行
え
ま
す
。

〈
参
加
者
の
声
〉

◎
本
商
談
会
は
受
注
確
率
が
高
く
、

感
謝
し
て
い
ま
す
。

◎
当
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
事
前

に
設
定
さ
れ
て
い
て
、
効
率
よ

く
対
応
で
き
ま
し
た
。

〈
募
集
概
要
〉

【
開
催
日
】10
月
23
日（
金
）

【
会
場
】

丸
の
内
２
丁
目
ビ
ル
内
会
議
室

（
千
代
田
区
丸
の
内
２-

５-

１
）

【
参
加
費
】

発
注
企
業
：
無
料

受
注
企
業
：
エ
ン
ト
リ
ー
は
無
料
。

商
談
会
参
加
が
決
定
し
た
場
合
、

会
員
企
業
１
千
円
／
件
、
非
会
員

企
業
２
千
円
／
件

【
商
談
テ
ー
マ
】

金
属
製
品
、
機
械
器
具
、
関
連
業
種

（
加
工
・
組
立
・
試
作
・
供
給
）樹

脂
成
型
・
加
工

【
参
加
対
象
】

主
催
商
工
会
議
所
エ
リ
ア
内
お
よ
び

関
東
近
県
の
製
造
業
者
で
、
商
談

テ
ー
マ
に
対
応
可
能
な
企
業

【
募
集
企
業
数
】

発
注
企
業 

65
社

受
注
企
業 

３
０
０
社

【
申
込
締
切
】

発
注
企
業 

７
月
23
日（
木
）

受
注
企
業 

８
月
３
日（
月
）

【
申
込
方
法
】

発
注
企
業
は
、
当
所
ま
た
は
東
京

商
工
会
議
所
へ
電
話
に
て
連
絡
。

受
注
企
業
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

w
w

w
.tokyo-cci.or.jp

）
か
ら
エ
ン
ト

リ
ー
シ
ー
ト
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、

メ
ー
ル
に
て
提
出
。

※
定
員
に
な
り
し
だ
い
募
集
終
了

と
な
り
ま
す
。

東
京
商
工
会
議
所

ビ
ジ
ネ
ス
交
流
セ
ン
タ
ー

☎
0
3-

3
2
8
3-

7
8
0
5

　
マ
ル
経
融
資
は
、
宇
都
宮
市
内
で

1
年
以
上
事
業
を
営
み
、
当
所
の
経

営
指
導
を
6
カ
月
以
上
受
け
、
事
業

の
改
善
に
取
り
組
む
資
金
と
し
て
、

次
の
条
件
を
満
た
し
て
い
る
方
が
ご

利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

【
従
業
員
数
】小
売
・
卸
売
・
サ
ー
ビ

ス
業
は
5
人
以
下（
宿
泊
業
・
娯
楽

業
は
20
人
以
下
）、
製
造
業
・
建
設

業
な
ど
は
20
人
以
下

【
税
金
完
納
】

所
得
税
・
法
人
税
・
事
業
税
・
市
県

民
税
等
を
完
納
し
て
い
る
方

【
融
資
限
度
額
】

2
0
0
0
万
円（
※
1
）

　

栃
木
県
事
業
引
継
ぎ
支
援
セ
ン

タ
ー
は
、
宇
都
宮
商
工
会
議
所
が
国

か
ら
委
託
を
受
け
た
公
的
機
関
で
す
。

　

中
小
企
業
の
中
に
は
、
将
来
の

事
業
存
続
に
悩
み
や
課
題
、
特
に
後

継
者
不
足
の
問
題
を
抱
え
る
企
業

が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ

を
先
送
り
に
し
対
策
を
行
わ
な
い

ま
ま
に
経
営
を
続
け
る
と
廃
業
、
雇

用
喪
失
と
い
っ
た
社
会
的
損
失
が
発

生
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

栃
木
県
事
業
引
継
ぎ
支
援
セ
ン

タ
ー
で
は
円
滑
な
事
業
の
バ
ト
ン

【
返
済
期
間
】

運
転
資
金
7
年
以
内（
う
ち
据
置
期

間
1
年
以
内
）、
設
備
資
金
10
年
以

内（
う
ち
据
置
2
年
以
内
）

【
金
利
】
1.
2
5
％
（
※
2
）

（
平
成
27
年
6
月
30
日
現
在
）

※
1
1
5
0
0
万
円
を
超
え
る
融
資
に
つ

い
て
は
、
事
業
計
画
書
等
の
提
出
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

※
2
金
利
は
、
金
融
情
勢
に
よ
り
変
動
し
ま

す
。

※
審
査
の
結
果
、
ご
希
望
に
沿
え
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

タ
ッ
チ
を
支
援
し
、
次
世
代
へ
の
経

営
資
源
の
ス
ム
ー
ズ
な
承
継
を
支
援

し
て
い
ま
す
。「
親
族
内
に
後
継
者
が

い
な
い
」「
事
業
承
継
の
方
法
が
わ
か

ら
な
い
」「
事
業
を
売
却
し
た
い
」な

ど
、
事
業
承
継
に
関
す
る
悩
み
を
お

持
ち
の
経
営
者
は
、
相
談
無
料
、
秘

密
厳
守
で
専
門
家
が
対
応
し
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

マ
ル
経
融
資

栃
木
県
事
業
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー

無
担
保 

・ 

無
保
証
人
の
、国
の
融
資
制
度

事
業
承
継
対
策
は
お
早
め
に
!!

栃
木
県
事
業
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー

（
栃
木
県
産
業
会
館
８
Ｆ
）

☎
0
2
8-

6
1
2-

4
3
3
8

問合せ

地
域
振
興
部

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

認
証・登
録
制
度
普
及
セ
ミ
ナ
ー

〜
環
境
に
や
さ
し
い
企
業
経
営
を
目
指
し
て
み
ま
せ
ん
か
〜

エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21

　

エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
は「
環
境
経

営
シ
ス
テ
ム
」「
環
境
へ
の
取
り
組

み
」「
環
境
報
告
」の
三
要
素
が
ひ

と
つ
に
統
合
さ
れ
た
、
環
境
省
が

策
定
し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ

く
認
証
・
登
録
制
度
で
す
。

　

本
セ
ミ
ナ
ー
で
は
認
証
取
得
事

業
所
に
よ
る
事
例
発
表
や
環
境
の

専
門
家
に
よ
る
解
説
な
ど
が
あ
り

ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

【
日
時
・
会
場
】

〈
第
１
回
〉　

9
月
2
日（
水
）

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

（
栃
木
県
那
須
庁
舎
会
議
室
）

〈
第
２
回
〉　

9
月
3
日（
木
）

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

（
栃
木
県
庁
昭
和
館
会
議
室
）

【
内
容
】  

事
例
発
表
、
エ
コ
ア
ク
シ
ョ

ン
21
の
概
要
に
つ
い
て 

な
ど

【
受
講
料
】無
料

【
定
員
】 

両
日
と
も
50
人（
先
着
順
）

※
本
号
折
り
込
み
チ
ラ
シ
に
必
要
事

項
を
ご
記
入
の
上
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

地
域
振
興
部

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

企
業
の
イ
メ
ー
ジ
と
顧
客
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
！！

環
境
に
や
さ
し
い
優
良
企
業
認
定
制
度

　

当
所
で
は
、
環
境
保
全
に
対
す

る
意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
、「
環

境
に
や
さ
し
い
優
良
企
業
認
定
制

度
」を
創
設
し
、
会
員
事
業
所
向
け

に
普
及
促
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

認
定
を
受
け
る
に
は
、
本
号
折

り
込
み
チ
ラ
シ
の
貴
社
業
種
の
申

請
書
に
基
づ
き
審
査
し
、
環
境
対

応
状
況
が
顕
著
で
あ
る
と
認
め
ら

れ
た
場
合
は
、
認
定
証
お
よ
び
認

定
シ
ー
ル
を
交
付
し
ま
す
の
で
、
企

業
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
と
し
て
、
こ

の
機
会
に
ぜ
ひ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

【
対
象
条
件
】当
所
会
員
事
業
所

【
申
請
料
】無
料



商工会議所共済制度

　当所会員事業所から、「商工会議所の担当者と名乗る者から、退職金や保険について、電話での勧誘があった」との問い合わせが
数件寄せられました。保険会社が商工会議所を名乗っての営業活動は行っていませんので、ご注意いただきますようお願いしま
す。なお、不審な電話を受けた場合には、当所総務部までご連絡ください。

商工会議所を名乗る「退職金や保険」の

電話勧誘にご注意ください！！

問合せ／ 宇都宮商工会議所  総務部   1028-637-3131

1415 July 2015

■不動産鑑定相談（年４回）
日　時	 8月12日（水）　午後１時３０分～４時３０分	
内　容	 不動産の基礎知識、土地建物の価格、地代、家賃、その他不動産に係わる相談
相談員	 不動産鑑定士（ （公社）栃木県不動産鑑定士協会所属）
問合せ	 経営支援部

■メンタルヘルス相談
相談日	 希望により調整（申し込みは随時受付）
内　容	 個別事案の対応、メンタルヘルス対策導入方法、復職支援、
　　　　 ストレスチェック実施方法など
対　象	 会員企業の経営者、人事・総務担当などの管理職
相談員	 産業カウンセラー
問合せ	 地域振興部

■企業年金相談
相談日	 希望により調整（申し込みは随時受付）
内　容	 企業年金、退職金制度導入、組み換えなど
相談員	 栃木県ファイナンシャル・プランナーズ協同組合員
問合せ	 総務部

■税務相談
相談日	 希望により調整（申し込みは随時受付）
内　容	 所得税、法人税、相続税、その他各種相談
相談員	 税理士　
問合せ	 経営支援部

■個人情報保護法対策相談
内　容	 個人情報の安全管理と社内整備、適法・不適法確認と
 　　　   改善策、漏えい賠償保険のリスク診断、有事の対応など
受付・回答   「個別相談」受付カードにより相談申込を受付、�相談員を
　　　　派遣またはFAX・電話で迅速に回答
相談員	 協力保険会社9社のスタッフ・コンサルタント　
問合せ	 総務部

■法律相談（毎月第2火曜日）
日　時	 7月14日、8月11日  午後１時30分〜４時30分
受　付	 午後1時〜3時（先着10人まで）
内　容	 ＰＬ法関係、売掛金の回収方法、�不渡手形の処理方法、
	 従業員の交通事故、不動産取引など
相談員	 弁護士	
問合せ	 経営支援部

■弁理士知財相談（毎月第1金曜日） 
　1日知財窓口（毎月第3金曜日・要予約）
日　時	 7月17日、8月7日  午後１時30分〜４時30分
受　付	 午後１時〜４時
内　容	 特許、実用新案、商標、意匠登録その他発明に関する各種相談
相談員	 弁理士	
問合せ	 経営支援部
※1日知財窓口は、事前に栃木県産業振興センター
　（☎028-670-2617）への予約が必要です。

専門相談

 無料の専門相談です。
各分野の専門家が、あなたの相談に応じます。

会場  
法律相談・ 弁理士知財相談 ・ 1日知財窓口 ・ 

不動産鑑定相談・メンタルヘルス相談は  宇都宮商工会議所
☎028-637-3131

総
務
部

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

問合せ
ご
準
備
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
共
済
等 

口
座
振
替
日

7月の
ふれあい共済等

振替日

7月22日（水）

一
部
損
壊
の
と
き

5万円
特約契約額の

5％

半
壊
の
と
き

50万円
特約契約額の

50％

全
壊
の
と
き

火災 落雷 破裂
爆発

風災
雪災

（注）

物体の
落下
衝突

水濡れ 騒じょう 盗難

（注）お支払いに条件があります。

◎引受けとお支払いは…… 消耗分を差し引いた「時価額」を基準にします。

◎補償内容

◎加入対象　（規模や内容により、引受制限があります。）

◎加入対象　（平成１年以降建築の建物）

●加入対象は昭和56 (1981）年6月以降に建築の「専用住宅」「併用住宅」に限ります。

●上記火災共済の主契約「建物、家財」に限り、つけられる特約です。

専用住宅、併用住宅、事務所、工場などの【建物、家財、備品、機械、商品等】

専用住宅、併用住宅の【建物、家財】

洪水等
の水災
（注）

補償で選ぶ３つの商品

補償が充実  
総合火災共済

再調達価額で補償！
新総合火災共済

総合火災共済
普通火災共済

火災 落雷 破裂
爆発

風災
雪災

（注）

物体の
落下
衝突

水濡れ 騒じょう 盗難

（注）お支払いに条件があります。

※組合が定めた標準的な価額です。

◎引受けとお支払いは…… 
    「再調達価額※」を基準にします。

同程度のものが購入・修復できる
金額（再調達価額※）で加入できます。

◎補償内容 （選べる４つの補償タイプ）

洪水等
の水災
（注）

Dタイプ
Cタイプ

Bタイプ
Aタイプ

基本的な補償はこちら 
普通火災共済

特
約
に
つ
い
て

地震見舞金
補償特約

地震・噴火・津波を原因とする、火災、倒壊、埋没、流失で、主契約の契約対象が全壊、半壊、一部損に該当したとき、見
舞金をお支払します。（加入額は主契約の10%の範囲内で100万円限度で設定します。）

100万円加入
の場合

100万円
特約契約額の

100％

1

3

2

問合せ
総
務
部

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

栃
木
県
火
災
共
済
協
同
組
合

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
7
3
0

う
つ
の
み
や
産
学
官
連
携
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

「
も
し
も
の
災
害
」へ
の
備
え
は
大
丈
夫
で
す
か
？

火
災
共
済

　

当
所
で
は
、
事
業
者
の
方
が
火

災
や
落
雷
な
ど
、
万
が
一
の
事
態

に
備
え
る
た
め
の
火
災
共
済
制
度

を
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
火
災
共
済
制
度
は
、
県
内

の
商
工
会
議
所
・
商
工
会
・
協
同

組
合
が
中
小
事
業
者
の
た
め
に
つ

く
っ
た
制
度
で
す（
組
合
で
定
め

る
割
合
ま
で
は
、
事
業
者
以
外
の

方
の
加
入
も
可
能
で
す
）。

　

加
入
の
見
積
も
り
や
、
既
契
約

の
見
直
し
な
ど
ご
不
明
な
点
は
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

経
営
支
援
部

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

不
動
産
に
関
す
る
ご
相
談・ご
質
問
に

不
動
産
鑑
定
士
が
応
じ
ま
す

不
動
産
鑑
定
相
談

　

当
所
で
は
、
不
動
産
の
売
買
や

相
続
発
生
時
の
資
産
評
価
、
事
業

資
金
借
入
申
込
時
の
担
保
評
価
な

ど
不
動
産
全
般
に
係
わ
る
相
談
に

対
し
て
、（
公
社
）栃
木
県
不
動
産

鑑
定
士
協
会
と
共
催
で
、
無
料
相

談
を
開
催
し
ま
す
。
不
動
産
の
有

効
活
用
等
を
考
え
て
い
る
方
は
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】

8
月
12
日（
水
）

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

【
会
場
】当
所
会
員
談
話
室

【
相
談
内
容
】

不
動
産
の
基
礎
知
識
、
土
地
建
物

等
の
評
価
、
地
代
・
家
賃
・
有
効

活
用
・
相
続
、
そ
の
他
不
動
産
に

係
わ
る
も
の

【
相
談
員
】

（
公
社
）栃
木
県
不
動
産
鑑
定
士
協

会
所
属
の
不
動
産
鑑
定
士

【
相
談
料
】無
料

地
域
振
興
部　

☎
0
2
8-

6
3
7-
3
1
3
1

問合せ

ク
ー
ポ
ン
広
告・自
販
機
設
置
希
望
者
を

募
集
中
!!

ご
当
地
自
販
機
フ
リ
ー
ポ
ン

　
「
ご
当
地
自
販
機
フ
リ
ー
ポ
ン
」

は
、
自
動
販
売
機
を
使
っ
た
地
域

限
定
の
ご
当
地
情
報
配
信
サ
ー
ビ

ス
で
す
。
自
販
機
で
ド
リ
ン
ク
を

購
入
す
る
と
、
備
え
つ
け
の
プ
リ

ン
タ
ー
か
ら
、
地
元
企
業
広
告
や

ご
当
地
情
報
の
記
載
さ
れ
た
ク
ー

ポ
ン
券
が
発
行
さ
れ
、
ク
ー
ポ
ン

と
連
動
し
た
動
画
Ｃ
Ｍ
放
映
の
宣

伝
も
行
え
ま
す
。

　

ク
ー
ポ
ン
券
は
、
共
通
割
引
券

と
し
て
利
用
で
き
、
各
協
賛
店
が

設
定
す
る
お
得
な
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
ら
れ
る
こ
と
が
大
き
な
特
徴
で
す
。

　

１
カ
月
３
千
円
で
、
24
時
間

３
６
５
日
、
自
社
の
広
告
・
Ｐ
Ｒ
が

で
き
ま
す
。

◎
指
定
メ
ー
カ
ー
の
自
販
機
を
無

償
で
設
置
で
き
ま
す
。
自
販
機
を

設
置
さ
れ
た
場
合
は
、
ク
ー
ポ
ン

に
よ
る
広
告
宣
伝
代（
毎
月
３
千

円
）は
無
料
と
な
り
ま
す
。
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 「天地人」 広告の申し込み・問合せは
 有限会社 随想舎

☎028-616-6605 5028-616-6607
有限会社  栃木広告社

☎028-639-1115 5028-639-1116

入会希望事業所を
ご紹介ください

−がんばる経営をお手伝いします−
宇都宮商工会議所　総務部

☎028-637-3131 5028-634-8694

チラシ・カタログ展示
コーナーのご案内

会員企業展示
コーナー設置

※ご希望の方は、総務部あてお電話でご
　連絡ください。
　申込書をFAXで送信します。

商工会議所入口でＰＲ

　

総
務
部

　
☎	

0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

	

0
2
8-

6
3
4-

8
6
9
4

問合せ

■
投
稿
先

	

宇
都
宮
商
工
会
議
所

	

会
報
「
天
地
人
」

	

（
商
い
川
柳
）
係

	

〒
3
2
0–

0
8
0
6

	

宇
都
宮
市
中
央
3–

1–

4

	

5
0
2
8–

6
3
4–

8
6
9
4

投
稿
対
象

会
報
「
天
地
人
」
読
者
（
会
員
に
限

り
ま
せ
ん
の
で
、
当
会
報
を
ご
覧
の

読
者
全
員
が
対
象
で
す
）

課
題

商
工
全
般
に
関
わ
る
川
柳

（
題
は
特
定
し
ま
せ
ん
）

要
領

①
毎
月
末
日
締
切

②
１
人
３
句
ま
で
、
住
所
・
氏
名
・

　

年
齢
・
職
業
（
事
業
所
名
）
を　

　

記
入
し
て
、
は
が
き
、
手
紙
、

　

Ｆ
A
Ｘ
に
よ
り
、
楷
書
で
投
稿

③
優
秀
作
品
を
年
間
表
彰

会員登録情報の変更について
ご変更がありましたらご一報ください！
　社名・支店名などの事業所名の変更、事業所または事務
所の移動による住所の変更、代表者または支店長の変更な
どが生じました場合には、総務部会員担当まで、ご連絡を
お願いします。
〈問合せ〉　総務部 ☎028-６３７-３１３１

業種 情報サービス、
ＩＴ・経営コンサルティング 代表取締役  山田 義治さん

〈所在地〉
宇都宮市清住２-５-10
☎028-688-0760

http://www.ucan-ltd.co.jp

㈱ユーキャン

　

業
務
の
生
産
性
向
上
は
、
手
間
と
時
間

が
掛
か
り
、
日
々
業
務
に
追
わ
れ
る
現
場
へ

の
導
入
は
無
理
と
諦
め
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

当
社
で
は
、
新
し
い
考
え
方
に
よ
り
、
現

場
の
負
担
を
最
小
限
に
短
期
間
で
実
施
で

き
、現
場
の
納
得
感
も
高
く
全
社一丸
と
な
っ

て
取
り
組
め
る「
生
産
性
向
上
ア
プ
ロ
ー
チ

セ
ミ
ナ
ー
」を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
、
経
営
者
の
方
、
管
理
者
の
方

お
誘
い
合
わ
せ
の
上
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

セ
ミ
ナ
ー
の
詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
お

よ
び
本
号
折
り
込
み
チ
ラ
シ
で
！

売
り
出
し
へ
あ
の
手
こ
の
手
が
騒
ぎ
出
す

居
心
地
の
良
さ
大
学
に
五
年
居
る

肩
叩
く
駄
賃
も
上
が
る
物
価
高

底
無
し
の
笑
顔
上
々
吉
の
空

着
て
塗
っ
て
女
に
消
費
税
は
な
い

居
酒
屋
の
箸
で
進
め
る
い
い
話

阿
波
踊
り
の
よ
う
な
物
価
に
踊
ら
さ
れ

不
器
用
な
指
も
ス
マ
ホ
に
分
捕
ら
れ

呼
び
出
し
の
声
さ
わ
や
か
に
負
け
相
撲

子
等
の
背
の
み
な
伸
び
伸
び
と
夕
暮
れ
る

田
中　

文
子

西
宮　
　

久

江
部　

政
司

山
口　

イ
ネ

竹
沢　

貞
子

鈴
木　
　

茂

生
田
目
昭
夫

大
塚　

栄
子

渡
辺　

一
郎

飯
塚　
　

藤
（
主
婦
）

（
無
職
）

（
主
婦
）

（
主
婦
）

（
主
婦
）

（
無
職
）

（
無
職
）

（
主
婦
）

（
無
職
）

（
無
職
）

第
214
回
荒
井 

宗
明
選

〈
評
〉
神
々
し
く
も
先
頭
に
立
つ
。

〈
評
〉
三
十
路
を
前
に
汗
の
就
活
。

〈
評
〉
計
算
高
い
孫
の
駆
引
き
。

選者  荒井 宗明 氏

頭の体操をはじめよう！ クロスワードパズル

「感謝」

人
類
は
、
も
っ
と
感
謝
の
力
を
活
用
す
る
こ
と
で
、

多
く
の
問
題
は
消
え
、
幸
福
度
は
グ
ン
と
上
が
る

だ
ろ
う
。

日
々
、
あ
ら
ゆ
る
こ
と
に
感
謝
す
る
実
践
を
コ
ツ
コ

ツ
と
続
け
る
こ
と
。

武
田
双
雲
は
、
６
月
９
日
を
世
界
感
謝
の
日
と
す

べ
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

６
と
９
は
陰
と
陽
。

あ
ら
ゆ
る
価
値
観
が
感
謝
で
繋
が
り
ま
す
よ
う
に
。

書
道
家

 

武
田 

双
雲

　書道家。熊本育ち。３歳から母である双
葉（そうよう）に師事。東京理科大学、Ｎ
ＴＴ退社後、ストリートからはじめる。Ｎ
ＨＫ大河ドラマ「天地人」や世界遺産「平泉」
など数々の題字を手がける。全国でユニー
クな個展を開催。著書は、作品集【絆】、【上
機嫌のすすめ】など 20を超える。書道教
室は約３００名（２００５年より満席状態
が続く）。公式ブログ「書の力」のアクセ
ス数は、１日５万を超える。 
⇒ http://ameblo.jp/souun

武
田  

双
雲 

／ 

た
け
だ
・
そ
う
う
ん

〈 

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル 

〉

◎栃木県立博物館 ☎028-634-1311�
企画展「川のあるくらし　－栃木の漁師と玉手箱」
7月18日（土）～8月30日（日）まで
　那珂川をはじめとする県内外各河川の漁撈用具と漁撈習俗を紹介。
一般＝250円／大高生＝120円／中学生以下無料

◎宇都宮美術館 ☎028-643-0100
企画展「パウル・クレー　だれにもないしょ。」
9月6日（日）まで
　故郷ベルンのコレクションを中心に、秘密を好み、それに近づく
合図をそれとなく画中にしのばせる画家の微笑に親しむ展覧会。（同
館HPより）
一般＝1000円／大高生＝600円／中学生・小学生=400円

◎栃木県立美術館 ☎028-621-3566
企画展「画楽60年　渡辺豊重展」
7月11日（土）～9月23日（水・祝）
　1990年、川崎から那珂川町馬頭にアトリエを移し、精力的に制
作活動を続ける渡辺豊重。今なお日本の現代美術の第一線で活躍
する氏の作品から、絵画、水彩・素描など約130展を展示。
一般＝800円／大高生＝500円／中学生以下無料応募先 〒320−0806 宇都宮市中央3 -1- 4　

宇都宮商工会議所 会報「天地人」係　E-Mail:info@u-cci.or.jp
※個人情報保護法に基づき、応募データは上記目的以外には使用しません。

A
か
ら
G
の
文
字
を
並
べ
替
え
て
、あ
る
言
葉
を
つ
く
っ
て
く
だ
さ
い

〈
ヒ
ン
ト
〉 

長
崎
県
の
海
上
に
見
え
る「
軍
艦
島
」を
世
界
遺
産
に
。
正
式
名
称
は
？

1.
2.
3.
4.
5.
6.
10.
13.
17.
18.
19.
20.
21.

1.
5.
7.
8.
9.
10.
11.
12.
14.
15.
16.
17.
18.
19.
20.
22.
23.

中国で｢牽牛星｣、日本で｢彦星｣と呼ばれるわし座の主星の名は？
もうけや手数料と訳される言葉
ＮＨＫ朝ドラ｢まれ｣の舞台は○○から横浜に移って…
江戸時代の関孝和で知られる日本古来の数字の言い方
日光金谷ホテルの前身｢金谷カッテジイン｣の別名は？
航海時などに使用される磁石を用いて方角を知る計器
あの人のやることは言葉と○○○○でどうも信用できない
狩猟の時などにかぶったのでこの名がついた○○○○帽
4月から新宿歌舞伎町に“出現”した怪獣は？
仏教でお寺の信徒の家の言い方
ことわざ「一寸の○○にも五分の魂」
同じくことわざ「年の○○より亀の○○」
「あいつはとてもものぐさでタテのものも○○にしない」などと

英語では「ミルキーウェイ」日本語では？
ことわざ「毒を喰らわば○○まで」
さまざまな○○○を通じて関係者との接触を図る
塩ふりした魚介類に酒を振りかけて蒸した料理
故筑紫哲也氏のキャスター時代のテレビコラム「○○争論」
「すべての手は尽くした。あとは○○を天に任せよう」などと
承久の○○、応仁の○○、保元・平治の○○
社内コンピュータ通信網を○○○○ネットとも言う
馬の飼料のこと
彼の独善的な運営に反発し多くの○○○者が出た
東京駅「八重洲」口の名は、オランダ人○○ヨーステンの名に由来
箱根・大涌谷の異変でここの温泉街にも大きな影響が
栃木市の秋祭りはさまざまな○○の曳行で有名
バロック音楽の演奏で世界的に知られる「イ・○○○楽団」
「君が力説する意見の○○○○は何だ？」などと
「お前があくまで○○を切るならこっちにも覚悟がある」などと
ほとんどの学校にこれはありますね

●ヨコのカギ

●タテのカギ

先
月
号
の
答
え : 

イ
ン
フ
ラ
ト
ウ
シ

●	

回
答
を
ハ
ガ
キ
、
ま
た
は
メ
ー
ル
で
住
所
、
氏
名
明
記
の
上
、

	

宇
都
宮
商
工
会
議
所「
天
地
人
」担
当（
下
記
）ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

	

正
解
者
の
中
か
ら
5
名
様
に
5
0
0
円
分
の

	

図
書
カ
ー
ド
を
差
し
上
げ
ま
す
。

	

締
め
切
り
7
月
31
日
到
着
分
ま
で
。

	

※
当
選
発
表
は
、
発
送
を
も
っ
て
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

副
題
の「
書
物
を
愛
す
る
人
の
た
め

の
本
」は
、
そ
の
も
の
ズ
バ
リ
、
本
書
の

内
容
を
表
現
し
て
い
ま
す
。
原
著
の
出

版
は
昭
和
45（
1
9
7
0
）年
、
日
本
で

出
版
さ
れ
た
の
は
そ
の
２
年
後
で
す
。

映
画
化
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
内

容
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
住
む
本
好
き

の
女
性
と
ロ
ン
ド
ン
の
古
書
店
の
担
当

者
と
の
書
簡
集
で
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は

古
書
の
問
い
合
わ
せ
と
そ
の
回
答
。
け

れ
ど
も
さ
り
げ
な
い
ユ
ー
モ
ア
感
覚
や
、

何
よ
り
本
へ
の
深
い
愛
情
が
、
読
後
の

感
動
を
深
め
ま
す
。

　

も
し
あ
な
た
が
昔
読
ん
だ
こ
と
が
あ

れ
ば
、ぜ
ひ
再
読
し
て
く
だ
さ
い
。
き
っ

と
、
違
う
感
動
を
得
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

も
し
あ
な
た
が
本
書
を
は
じ
め
て
手
に

取
っ
た
と
す
れ
ば
、
も
し
か
し
た
ら
世

界
で
い
ち
ば
ん
幸
福
な
人
か
も
知
れ
ま

せ
ん
！

『
チ
ャ
リ
ン
グ
・
ク
ロ
ス
街
84
番
地
』

へ
レ
ー
ン
・
ハ
ン
フ［
編・
著
］

江
藤
淳［
訳
］

中
公
文
庫

６
４
８
円
＋
税
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七
月
十
五
日（
水
）～
二
十
日（
日
・
海
の
日
）

須
賀
神
社
天
王
祭（
宇
都
宮
市
）

　

夏
の
訪
れ
を
感
じ
さ
せ
る
宮
の
風
物
詩
。

二
荒
山
神
社
境
内
に
あ
る
須
賀
神
社
の
祭
礼

で
、
市
内
を
練
り
歩
い
た
子
供
神
輿
が
、

八
十
八
段
の
石
段
を
駆
け
上
が
り
、
境
内
に

安
置
さ
れ
た
親
子
神
輿
と
の
対
面（
十
八
日
）

が
行
わ
れ
る
。

七
月
二
十
三
日（
木
）～
二
十
五
日（
土
）　

八
坂
神
社
祇
園
祭（
益
子
町
）

　

大
盃
に
三
升
六
合
五
勺
も
の
熱
燗
を
注
ぎ
、

次
の
当
番
町
の
男
衆
十
人
が
三
杯
飲
み
干
す

奇
祭「
御
神
酒
頂
戴
式
」が
圧
巻
。

七
月
二
十
四
日（
金
）～
二
十
六
日（
日
）　

山
あ
げ
祭（
那
須
烏
山
市
）

　

八
雲
神
社
の
例
祭
に
奉
納
さ
れ
る「
山
あ

げ
」か
ら
名
付
け
ら
れ
た
。
烏
山
特
産
の
和

紙
を
用
い
た「
は
か
り
山
」を
背
景
に
、「
将
門
」

「
戻
り
橋
」な
ど
が
屋
台
の
野
外
舞
台
で
演
じ

ら
れ
る
。
今
年
の
当
番
町
は
鍛
冶
町
で
、
町

内
場
所
を
変
え
て
演
目
が
行
わ
れ
る
。

八
月
二
日（
日
）

百
八
灯
流
し（
栃
木
市
）

　

幸
来
橋
付
近
の
巴
波
川
を
、
安
産
を
祈
願

す
る
百
八
本
の
ろ
う
そ
く
を
立
て
た
小
舟
が

上
り
下
り
す
る
神
事
。
幻
想
的
な
風
景
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
。

八
月
一
日（
土
）～
二
日（
日
）　

第
四
十
回
ふ
る
さ
と
宮
ま
つ
り（
宇
都
宮
市
）

　

四
十
回
目
を
迎
え
る
宇
都
宮
一
番
の
夏
の

イ
ベ
ン
ト「
で
あ
い
と
ふ
れ
あ
い
」を
テ
ー
マ
に
、

大
通
り
を
中
心
に
神
輿
や
山
車
が
練
り
歩
き
、

パ
レ
ー
ド
や
郷
土
芸
能
、
木
遣
り
な
ど
が
催

さ
れ
る
。

宇都宮伝統文化連絡協議会顧問  柏村  祐司

　

宇
都
宮
二
荒
山
神
社
で
は
、
毎
年
六

月
三
十
日
の
午
後
三
時
頃
か
ら
夏な

ご
し越

の
祓は

ら

い
お
よ
び
茅ち

の
輪
く
ぐ
り
な
ど
一
連
の
行

事
が
行
わ
れ
多
く
の
氏
子
で
に
ぎ
わ
う
。

　

祓
い
は
浄
化
の
儀
式
と
し
て
宮
中
や
神

社
で
日
常
的
に
行
わ
れ
る
が
、
六
月
と

十
二
月
の
晦
日
に
行
わ
れ
る
天
下
万
民
の

罪
穢
を
祓
う
儀
式
を
大
祓
い
と
い
う
。
大

祓
い
は 

一
年
を
一
月
か
ら
六
月
ま
で
と
、

七
月
か
ら
十
二
月
ま
で
の
二
期
に
分
け
た

古
代
の
考
え
方
の
名
残
り
と
い
え
る
。

　

こ
の
う
ち
六
月
の
祓
い
を
夏
越
の
祓
い

と
い
う
。
夏
越
の
祓
い
は
、
季
節
の
改
ま

り
に
行
わ
れ
る
祖
霊
の
祭
り（
盆
行
事
）

に
先
立
っ
て
祓
い
清
め
る
も
の
で
あ
り
、
一

方
、
夏
越
と
は「
和な

ご

し
」に
通
じ
、
荒
ぶ

る
神
で
あ
る
疫
病
神
を
和
め
る
意
味
で

も
あ
り
、
夏
に
流
行
る
疫
病
か
ら
免
れ

よ
う
と
す
る
儀
式
で
も
あ
る
。

　

二
荒
山
神
社
の
夏
越
の
祓
い
は
、
六
月

三
十
日
の
午
後
三
時
頃
か
ら
境
内
で
行
わ

れ
る
。
ま
ず
、
夏
越
の
祓
い
が
執
り
行
わ

れ
、
つい
で
茅
の
輪
く
ぐ
り
と
な
る
。　

　

夏
越
の
祓
い
は
、
境
内
に
神
職
と
参
拝

者
が
整
列
、
係
の
神
職
か
ら
全
員
に
長
さ

二
〇
セ
ン
チ
ほ
ど
の
茅
の
祓
い
串
が
手
渡
さ

れ
る
。
次
に
神
職
に
よ
る
祝の

り
と
そ
う
じ
ょ
う

詞
奏
上
が
あ

り
、
そ
の
後
全
員
が
祓
い
串
で
身
体
を
祓

い
清
め
る
。
最
後
に
祓
っ
た
祓
い
串
と
当

日
参
列
で
き
な
か
っ
た
人
が
事
前
に
神
社
へ

届
け
て
お
い
た
形か

た
し
ろ代
を
集
め
、
改
め
て
神

職
が
祓
い
清
め
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
形
代
は
七
セ
ン
チ
四
方
ほ
ど

の
紙
に
人
の
形
を
描
い
た
も
の
で
、
自
分

の
身
体
を
な
で
て
祓
い
清
め
、
穢け

が

れ
を
託

す
も
の
で
あ
る
。
二
荒
山
神
社
で
は
、
祓
っ

た
形
代
を
以
前
は「
形
代
流
し
」と
称
し
、

田
川
に
持
っ
て
行
き
流
し
た
も
の
で
あ
る

が
、
近
年
は
境
内
で
お
焚
き
上
げ
し
て
い

る
。

　

夏
越
の
祓
い
が
終
わ
る
と
い
よ
い
よ
茅
の

輪
く
ぐ
り
と
な
る
。
茅
の
輪
く
ぐ
り
は
、

楼
門
か
ら
拝
殿
に
通
ず
る
参
道
上
に
設
置

し
た
、
直
径
二
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
茅ち

が
や

を
束

ね
て
作
っ
た
輪
を
く
ぐ
る
も
の
で
あ
る
。

　

茅
の
輪
が
災
厄
を
除
く
呪
術
的
な
力

を
有
し
て
い
る
と
い
う
信
仰
は
、
奈
良
時

代
に
原
本
が
書
か
れ
た「
備び

ん
ご後
国
風
土

記
」の「
蘇そ

み
ん
し
ょ
う
ら
い

民
将
来
」に
見
え
る
。
そ
れ
に

よ
れ
ば
武む

と
う
し
ん

塔
神（
牛
頭
天
王
・
素
戔
嗚
命
）

が
旅
の
折
、
一
夜
の
宿
を
求
め
た
が
裕
福

な
弟
巨こ

た
ん
し
ょ
う
ら
い

旦
将
来
は
そ
れ
を
拒
み
、
貧
し
い

兄
蘇
民
将
来
は
宿
を
適
供
し
た
。
後
に

再
び
そ
こ
を
通
っ
た
武
塔
神
は
、
兄
と
そ

の
娘
ら
の
腰
に
茅
の
輪
を
つ
け
さ
せ
、
弟

た
ち
は
宿
を
貸
さ
な
か
っ
た
と
い
う
理
由

で
皆
殺
し
に
し
て
し
ま
っ
た
。
武
塔
神
は

「
吾
は
速は

や
す
さ
の
お
の
か
み

須
佐
雄
神
な
り
、
後
の
世
に

疫
病
が
流
行
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
蘇
民

将
来
の
子
孫
と
いっ
て
、
腰
に
茅
の
輪
を
つ

け
る
と
疫
病
か
ら
免
れ
る
」と
教
え
た
と

い
う
。
茅
は
チ
ガ
ヤ
や
ス
ス
キ
な
ど
の
総

称
と
い
う
。
茅
は
日
当
た
り
の
よ
い
新
開

地
に
真
っ
先
に
生
え
、す
く
す
く
伸
び
る
。

そ
う
し
た
茅
の
生
命
力
に
疫
病
を
防
ぐ

ほ
ど
の
呪
力
が
宿
る
と
感
じ
た
の
で
あ
ろ

う
。

　

茅
の
輪
く
ぐ
り
は
、
神
職
を
先
頭
に

参
拝
者
が「
水み

な

づ

き

無
月
の
夏
越
の
祓
す
る
人

は　

千ち
と
せ歳

の
命
延
ぶ
と
い
う
な
り
」と
の

歌
を
歌
い
な
が
ら
三
回
く
ぐ
る
。
医
学

が
未
発
達
な
時
代
、
夏
に
な
る
と
赤
痢
や

コ
レ
ラ
な
ど
い
わ
ゆ
る
疫
病
と
呼
ば
れ
る

も
の
が
流
行
り
、
命
を
落
と
す
も
の
が
少

な
く
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
疫
病
は
、
武

塔
神
な
ど
が
も
た
ら
す
も
の
と
さ
れ
恐
れ

ら
れ
、
た
だ
ひ
た
す
ら
神
仏
に
疫
病
除

け
を
祈
っ
た
も
の
だ
っ
た
。
医
学
が
発
達

し
た
現
在
、
疫
病
は
す
っ
か
り
姿
を
消
し

た
。
茅
の
輪
く
ぐ
り
は
、
今
や
神
社
の

歳
時
記
、
風
物
詩
と
な
っ
て
い
る
。

第35回

二荒山神社の夏越の祓い
茅の輪をくぐって疫病退散

(写真提供：柏村祐司 『栃木の祭り』より)

祓い串を参拝者に配る

神職を先頭に茅の輪をくぐる　
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第11回

2015 商店街夏祭り（催事）カレンダー

（平成27年6月30日現在）

商店街名 イベント名 内　容 期　間 会　場

バンバ通り商店街

宇都宮オリオン通り商店街（振）

鹿沼街道商業会

和尚塚商工振興会

泉が丘商店会

馬場町通り商店街

雀宮スタンプ会

みはし通り商店会

中央公園南商工振興会

宇都宮ユニオン通り商店街（振）

オリオン通り曲師町商業（協）

雀宮日の出通り商店会

バンバ通り商店街、
オリオン通り曲師町商業(協)、

二荒通り商店街、馬場町通り商店街、
日野町商店街(振)、鉄砲町商店会、

馬場南通り会、互運会、
みはし通り商店会、宇都宮パルコ、

MEGAドン・キホーテ ラパーク宇都宮店
うつのみや表参道スクエアテナント会

宇都宮屋台横丁

宇都宮中心商店街活性化
委員会

東武馬車道通り商店街(振)、
宇都宮オリオン通り商店街（振）、
宇都宮ユニオン通り商店街（振）、

池上町通り商店街（振）、東武宇都宮百貨店

宇都宮中心商店街
みやヒルズ活性化委員会 みやヒルズガーデン

第４回みやの盆踊り

みちフレンズ　夏まつり

泉が丘夏まつり

２０１５子供みこし夏祭り

納涼川柳行灯まつり

ソウル＆ラテンナイト

プレミアムな夏祭り宝くじ

バンバ de ナイト

サーズデイ・ナイト・フィーバー

中央小学校商業体験

オリオン七夕まつり

オリオンジャズ 2015

むかし・昔のお化け屋敷

朝市

スタンプ還元セール

宮まつりイベント

みはし通り　夏まつり

雀宮納涼盆踊り大会

オリオンスクエアにてビアガーデン開催

盆踊り・模擬店

盆踊り、模擬店、子ども浴衣コンテスト

地域活性化のためのお祭り

お囃子会、子ども神輿、
山車、町内を巡行

川柳を漫画とともに
行灯に作り笑いを誘う

屋外ディスコイベント

後日発表の宝くじ配布

屋外ディスコイベント
7月24日（金）「ソウルナイト」

7月25日（土）
「ハワイアンアフタヌーン＆ラテンナイト」

カフェ料理・小物販売

商業体験

一般応募による七夕飾りを展示

毎年恒例のジャズイベント

お化け屋敷

野菜・果実の直売、
フリマ、テナント販売ほか

1冊500円回収を
期間中600円にて回収セール

飲食店

ステージショー・模擬店

盆踊り

7月17日（金）
午後4時～8時

8月22日（土）
午後5時～9時

7月18日（土）
午後4時～8時

7月18日（土）

7月19日（日）
午前8時～

7月24日（金）～
8月3日（月）

7月24日（金）・25日（土）

6月29日（月）～
8月10日（月）

7月24日（金）・25日（土）

毎月第1・第3木曜日

7月25日（土）

7月31日（金）～
8月3日（月）

8月22日（土）

7月25日（土）～
8月23日（日）

7月26日（日）

7月28日（火）～
8月2日（日）

8月1日（月）・2日（日）

8月2日（日）
午後3時～6時

8月5日（水）

オリオンスクエア

東武宇都宮百貨店前

宇都宮文星女子高等学校内

泉が丘ふれあいプラザ

鹿沼街道
（鈴運メンテック駐車場）

加盟店各店

バンバ広場

加盟店各店

バンバ広場

バンバ広場

オリオン通り各店

オリオン通りアーケード内

オリオン通りイベント広場

オリオンACぷらざ

富士見小学校東側
遊歩道（なかよし通り）

加盟店各店

みはし通り
（いづも通りかどまで）

宇都宮ケーブルテレビ前

雀宮陸上自衛隊グラウンド
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◎
石
蔵
づ
く
り
味
噌  

　

 

１
個︵
7
5
0
g
︶  

5
5
5
円︵
税
込
︶か
ら

◎
味
噌
水
餃
子 

　

 

3
人
前   

1
1
3
2
円︵
税
込
︶か
ら

青源味噌の品質を讃える数々の賞状と、青木直樹会長

創
業
３
９
０
年
、味
と
品
質
で

味
噌
文
化
を
継
承

　

宇
都
宮
を
代
表
す
る
老
舗
企
業
で
も
あ
る
青
源
味
噌
株
式
会
社
。
創
業
は

寛
永
２（
１
６
２
５
）年
、
三
代
将
軍
徳
川
家
光
公
の
時
代
で
す
。
伝
統
を
守

り
つ
つ
、
常
に
新
し
い
味
噌
文
化
の
創
造
に
挑
戦
す
る
同
社
の
青
木
直
樹
会
長

に
話
し
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

　
「
私
が
20
代
目
」
と
笑
顔
で
話
す
、

青
木
直
樹
会
長
。
小
林
杢
三
郎
商
店

の
小
林
丘
社
長
（
故
人
）、
斎
藤
商
事

㈱
の
斎
藤
公
則
専
務
と
と
も
に
、
平
成

５
年
に
「
雷
都
物
語
」
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
た
功
労
者
の
１
人
で
も
あ
り
ま
す
。

　
「
雷
都
物
語
」
は
、
宇
都
宮
の
名
産

品
を
作
る
こ
と
を
目
的
に
ス
タ
ー
ト
、

早
く
も
20
年
以
上
経
ち
ま
し
た
。
現

在
は
「
ス
ー
パ
ー
雷
都
物
語
」、「
フ
ァ

ミ
リ
ー
雷
都
物
語
」
な
ど
商
品
も
充

実
し
ま
し
た
が
、
併
せ
て
も
う
ひ
と
つ

長
く
続
け
て
喜
ば
れ
て
い
る
活
動
が
あ

り
ま
す
。「
雷
都
物
語
」
の
メ
ー
カ
ー

の
有
志
で
行
っ
て
い
る
「
出
前
手
づ
く

り
教
室
」
で
す
。

　
「
そ
ば
や
ク
ッ
キ
ー
、
饅
頭
、
ゆ
ば
な

ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
メ
ー
カ
ー
が
、
宇
都

宮
の
味
の
伝
統
と
文
化
を
広
め
る
た
め

に
力
を
尽
く
し
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん

私
ど
も
で
も
、
手
づ
く
り
味
噌
教
室
で

協
力
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
準

備
は
大
変
で
す
が
、
参
加
者
の
喜
ぶ
顔

を
見
る
と
、
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま

す
。特
に
学
校
版
の
手
づ
く
り
教
室
は
、

各
社
と
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。
地
域
に
根

ざ
し
た
企
業
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
、
大

き
な
地
域
貢
献
活
動
だ
と
思
い
ま
す
」

　

味
噌
は
日
本
文
化
が
誇
る
、
伝
統

的
な
発
酵
食
品
。
そ
の
す
ば
ら
し
さ

を
よ
り
広
く
伝
え
た
い
と
、
青
源
味

噌
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
関
連
商
品
を
開

発
し
、
発
売
し
て
い
ま
す
。
雷
都
物

語
に
も
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
水

餃
子
も
、
そ
の
一 

つ
。
ち
ょっ
と
ピ
リ

辛
の
味
噌
だ
れ
が
人
気
で
す
。

　

そ
の
他
に
も
味
噌
味
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

ケ
ー
キ
「
オ
ミ
ソ
・
レ
・
シ
ョコ
ラ
」
や
、

塩
こ
う
じ
に
生
姜
、
に
ん
に
く
、
バ
ジ

ル
な
ど
を
加
え
た
「
塩
こ
う
じ
バ
ジ

ル
」、地
域
特
産
の
「
那
須
豚
味
噌
漬
」

な
ど
、
幅
広
い
商
品
開
発
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
「
近
年
、
ユ
ネ
ス
コ
の
文
化
遺
産
に
、

和
食
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
和
食
と
言

え
ば
『
一
汁
三
菜
』で
す
が
、
こ
の
『 

一

汁
』
は
、
み
そ
汁
。
日
本
人
の
食
生

活
と
健
康
を
支
え
て
き
た
大
き
な
要

素
が
、
味
噌
な
の
で
す
。
で
す
か
ら
私

は
、
折
に
触
れ
て
社
員
に
『
私
た
ち

は
す
ば
ら
し
い
商
売
を
し
て
い
る
、人
々

の
健
康
に
寄
与
で
き
る
商
品
を
作
っ
て

い
る
の
だ
か
ら
』
と
話
し
て
い
ま
す
」

　

同
社
で
は
食
事
の
で
き
る
「
餃
子
の

店
パ
セ
オ
店
」、
お
土
産
品
な
ど
を
販

売
す
る
「
駅
ビ
ル
み
や
げ
ん
」
な
ど
を

運
営
し
て
い
ま
す
。
ま
た
本
町
に
は
発

酵
食
品
に
よ
る
食
事
を
提
供
す
る「
発

酵
カ
フェ 

あ
お
げ
ん
酵
房
」
を
オ
ー
プ

ン
。
味
噌
に
代
表
さ
れ
る
日
本
の
発

酵
食
品
文
化
の
す
ば
ら
し
さ
を
、
少

し
で
も
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
た

い
と
い
う
願
い
が
こ
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
私
ど
も
で
は
自
分
た
ち
を
『
味
噌

文
化
の
創
造
業
』
と
と
ら
え
て
い
ま

す
。
味
噌
に
代
表
さ
れ
る
発
酵
食
品

文
化
は
、
こ
れ
か
ら
さ
ら
に
注
目
さ
れ

て
行
く
の
は
、
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
に
貢
献
で
き
る
さ
ま
ざ
ま
な
商
品

を
送
り
出
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

『
雷
都
物
語
』
で
も
、
今
後
も
新
し
い

挑
戦
を
し
た
い
で
す
ね
」

宇都宮の香りと
真心をこめて

青源味噌株式会社
代表取締役会長 青木  直樹
代表取締役社長 青木  敬信
本社／宇都宮市三番町１番９号
☎ 028-633-3333（代）

5028-633-3338
http://www.aogen.co.jp

栃木の地大豆、地米で仕込
み、さらに大谷石の蔵で熟
成させた味噌です。その土
地で採れるその季節のもの
を食べれば健康でいられる
という身土不二の思想を基
本に、地元に根ざした味噌
に仕上げました。

「餃子の町うつのみや」
で生まれた当社オリジナ
ルの味噌水餃子。辛味
を加え、ピリッとした感
じが「雷都物語」感覚
で旨さの決め手です。

「駅ビルみやげん」店に「雷都物語」コーナーを設置

青源味噌株式会社
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　今月号には毎年恒例となっています「商店
街夏祭り（催事）カレンダー」を掲載しまし
た。
　盆踊りや夏祭り、屋外ディスコなど宇都
宮市内各地でイベントが盛りだくさんです。この夏の
思い出にイベント巡りをしてみてはいかがですか。きっ
とそこには、素敵な出会いや感動があるはず。暑い夏
を元気に楽しく乗り切りましょう。（中山）

キタカンだより

北
関
東
自
動
車
道
の
開
通
で
、よ
り
近
く
な
っ
た
北
関
東
の
三
県
。

知
っ
て
い
る
よ
う
で
案
外
知
ら
な
い「
お
隣
さ
ん
」群
馬
県・茨
城
県
の

魅
力
や
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。ぜ
ひ
足
を
延
ば
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　　MITO

7月
July

MAEBASHI

サムライ寿限無
オーナー

江
こうしょうとう

小涛さん

オ
リ
オ
ン
七
夕
ま
つ
り
実
行
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

オ
リ
オ
ン
七
夕
ま
つ
り
で
短
冊
に
願
い
を
！

　

7
月
31
日（
金
）
〜
8
月
3
日（
月
）

の
４
日
間
、
宇
都
宮
の
夏
の
風
物
詩「
オ

リ
オ
ン
七
夕
ま
つ
り
」が
開
催
さ
れ
ま

す
。

　

個
性
あ
ふ
れ
た
七
夕
飾
り
に
彩
ら
れ

た
、
１
年
に
１
度
の
オ
リ
オ
ン
通
り
に

出
会
え
ま
す
。

　

宮
ま
つ
り（
８
月
1
日
、
2
日
）と
と

も
に
、
夏
の
恒
例
の
お
祭
り
を
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
今
年
も
、
皆
さ
ま
の
願
い
事
が

書
か
れ
た
短
冊
を
募
集
し
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
当
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

w
w

w
.u-cci.or.jp

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問合せ

オ
リ
オ
ン
七
夕
ま
つ
り
実
行
委
員
会

（
宇
都
宮
商
工
会
議
所 

地
域
振
興
部
内
）

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

ふ
る
さ
と
宮
ま
つ
り
開
催
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

第
40
回
ふ
る
さ
と
宮
ま
つ
り 

〜
で
あ
い
と
ふ
れ
あ
い
の
広
場
〜

　

宇
都
宮
の
夏
の
風
物
詩
で
あ
る「
ふ

る
さ
と
宮
ま
つ
り
」が
、
今
年
も
８
月

1
日（
土
）・
2
日（
日
）の
２
日
間
に
わ

た
り
、
大
通
り
を
メ
イ
ン
会
場
に
開
催

さ
れ
ま
す
。

　
「
ふ
る
さ
と
宮
ま
つ
り
」は
、
多
く
の

市
民
と
企
業
・
団
体
の
ご
協
力
に
よ
り
、

多
彩
な
催
し
が
展
開
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ

会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】８
月
1
日（
土
）・
2
日（
日
）

午
後
４
時
〜
９
時

【
会
場
】宇
都
宮
市
大
通
り（
本
町
交
差

点
〜
上
河
原
交
差
点
）ほ
か

【
行
事
】み
こ
し
、
パ
レ
ー
ド
、
山
車
・

屋
台
、
郷
土
芸
能
、
お
囃
子
、
お
ど
り
、

和
太
鼓
、
鳶
木
遣
り
は
し
ご
乗
り
、
宮
っ

子
よ
さ
こ
い
、
宮
っ
子
パ
レ
ー
ド
、
宮

の
梵
天
な
ど

※「
ふ
る
さ
と
宮
ま
つ
り
」へ
、
ご
協
賛

い
た
だ
け
る
企
業
・
団
体
を
随
時
募
集

し
て
い
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問合せ

ふ
る
さ
と
宮
ま
つ
り
開
催
委
員
会
事
務
局

（
宇
都
宮
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
内
）

☎
0
2
8-

6
3
3-

8
7
6
6
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群
馬
県
庁
一
帯
は
、
か
つ
て
徳

川
家
康
公
よ
り「
関
東
の
華
」と
賞

さ
れ
た
名
城
前
橋
城
が
あ
り
ま
し

た
。
明
治
維
新
で
の
廃
藩
置
県
に

よ
り
、
前
橋
城
の
本
丸
を
庁
舎
と

し
て
使
用
し
た
の
が
始
ま
り
で
す
。

　

現
在
の
県
庁
舎
は
地
上
33
階

建
、
高
さ
1
5
3
ｍ
、
都
道
府

県
庁
舎
と
し
て
は
東
京
都
庁
舎

に
次
ぐ
高
さ
で
あ
り
、
県
庁
舎

の
な
か
で
は
日
本
一
の
高
さ
を
誇

り
ま
す
。
地
上
31
階
に
は
、
展
望

レ
ス
ト
ラ
ン
や
観
光
物
産
展
示
室

が
、
そ
し
て
32
階
は
展
望
ホ
ー
ル

と
な
っ
て
お
り
、
赤
城
山
・
榛
名

山
・
妙
義
山
の
上
毛
三
山
は
も
ち

　

水
戸
市
に
あ
る
弘
道
館
は
、
水

戸
藩
第
九
代
藩
主
徳
川
斉
昭
公
が

天
保
12（
１
８
４
１
）年
に
開
設
し

た
藩
校
で
、
平
成
27
年
４
月
24
日

に「
近
世
日
本
の
教
育
遺
産
群
」と

し
て
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
ま
し

た
。

　
「
近
世
日
本
の
教
育
遺
産
群
」

は
、
弘
道
館（
茨
城
県
水
戸
市
）、

旧
閑
谷
学
校（
岡
山
県
備
前
市
）、

足
利
学
校（
栃
木
県
足
利
市
）、
咸

宜
園（
大
分
県
日
田
市
）で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

近
代
以
前
の
我
が
国
の
高
い
教

育
水
準
を
示
し
、「
学
ぶ
心
」「
礼

節
」を
重
ん
じ
る
国
民
性
の
源
と

ろ
ん
、
雄
大
な
関
東
平
野
も
一 

望

で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
駐
車
場
も
7
0
0
台
以

上
収
容
可
能
で
す
。
県
庁
舎
日
本

一
の
群
馬
県
庁
に
ぜ
ひ
お
越
し
く

だ
さ
い
。（

情
報
提
供
：
前
橋
商
工
会
議
所
）

な
っ
て
い
る
点
が
評
価
さ
れ
、
認

定
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　

以
前
に
も
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
ご

紹
介
し
ま
し
た
が
、
こ
の
機
会
に

改
め
て
訪
れ
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

（
情
報
提
供
：
水
戸
商
工
会
議
所
）

サムライ寿限無／じゅげむ
宇都宮市二荒町8-1渡清ビル１F

☎028-610-1515
営業時間／平日17:00～1:00
定休日／第１・第３日曜日

に
愛
さ
れ
て
こ
そ
、
長
く
商
売
を
続
け

て
い
け
ま
す
。
口
コ
ミ
で
来
て
く
だ
さ
っ

た
お
客
さ
ま
が
、
常
連
に
な
っ
て
、
ま
た

新
し
い
お
客
さ
ま
を
連
れ
て
来
て
く
だ
さ

る

—

そ
う
い
う
お
店
を
続
け
て
行
き

た
い
と
思
って
、
が
ん
ば
って
い
ま
す
。

　

商
工
会
議
所
に
は
、
ふ
だ
ん
か
ら
経

営
の
こ
と
な
ど
で
い
ろ
い
ろ
ご
相
談
し
て
い

ま
す
。
つ
い
最
近
も
「
小
規
模
事
業
者

持
続
化
補
助
金
」
の
手
続
き
で
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。
看
板
や
内
装
の
一
部
リ

ニュ
ー
ア
ル
な
ど
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
店
内
イ
メ
ー
ジ
を
明
る
く
し
、

女
性
客
に
よ
り
多
く
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
お
店
は
、
人
と
人
の
つ
な
が
り

が
何
よ
り
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
、気
軽
に
楽
し
め
る
お
店
と
し
て
、

が
ん
ば
って
い
き
ま
す
。

　
「
サ
ム
ラ
イ
寿
限
無
」
は
、以
前
の
オ
ー

ナ
ー
か
ら
私
が
引
き
継
い
で
、
今
年
で

９
年
目
に
な
り
ま
す
。
お
店
の
メ
ニュ
ー

は
ほ
と
ん
ど
が
私
の
手
づ
く
り
で
、「
安

い
」「
お
い
し
い
」「
量
が
多
い
」
と
皆

さ
ま
に
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
人
気
メ
ニュ
ー

の
「
寿
限
無
餃
子
」（
１
人
前
３
個　

３
０
０
円
）
は
、
皮
か
ら
手
づ
く
り
。

大
き
さ
も
通
常
の
餃
子
の
2
倍
く
ら
い

あ
り
ま
す
の
で
、
初
め
て
見
た
方
は
ビ
ッ

ク
リ
さ
れ
ま
す
ね
。「
寿
限
無
ハン
バ
ー
グ
」

（
６
８
８
円
）
も
、
も
ち
ろ
ん
手
ご
ね
の

自
家
製
で
、
ボ
リ
ュ
ー
ム
た
っ
ぷ
り
で
す
。

　

利
益
も
大
切
で
す
が
、
お
客
さ
ま
の

喜
ぶ
顔
が
も
っ
と
大
切
。
地
域
の
皆
さ
ん

第4回

ボリュームたっぷりの寿限無餃子
（１人前３００円）

群馬県庁日本遺産認定「弘道館」

弘道館事務所 群馬県庁水戸市三の丸1-6-29
☎029-231-4725

前橋市大手町1-1-1
☎027-223-1111（代表）

宇
都
宮
市
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
宇
都
宮
市
ま
ち
な
み
景
観
賞
」ご
応
募
く
だ
さ
い

な
み
や
建
築
物
な
ど
を「
ま
ち
な
み
景

観
賞
大
賞
」と
し
て
、「
建
築
物
」「
広

告
物
」「
植
栽
」な
ど
個
々
の
分
野
で
優

れ
て
い
る
も
の
を「
ま
ち
な
み
景
観
賞
」

と
し
て
、ま
た「
大
谷
石
」「
サ
イ
ン
」「
花

み
ど
り
」「
歴
史
文
化
」「
景
観
づ
く
り

活
動
」の
各
部
門
で
魅
力
的
な
景
観
の

形
成
に
寄
与
し
て
い
る
も
の
を「
部
門

賞
」と
し
て
、
11
月
に
発
表
し
、
来
年

１
月
に
所
有
者
、
設
計
者
、
施
工
者
を

市
長
よ
り
表
彰
し
ま
す
。

【
そ
の
他
】

応
募
者
全
員
に
記
念
品
を
差
し
上
げ
ま

す（
１
人
に
つ
き
１
点
）。

　

魅
力
的
な
景
観
を
創
り
出
し
て
い
る

建
築
物
な
ど
を
市
民
の
皆
さ
ん
の
応
募

に
基
づ
き「
ま
ち
な
み
景
観
賞
」と
し
て

表
彰
し
ま
す
。

【
対
象
】

市
内
で
完
成
し
て
い
る
も
の
な
ら
何
で

も
対
象
で
す
。

例
：
ま
ち
な
み
、
住
宅
や
店
舗
・
事

務
所
等
の
建
物
、
大
谷
石
を
活
用
し
た

も
の
、
サ
イ
ン（
看
板
）、
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
、

生
け
垣
や
塀
、
植
栽
、
公
園
、
道
路
、

季
節
の
景
観
、
既
存
の
建
物
を
魅
力
的

に
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
や
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し

た
も
の
、
景
観
づ
く
り
活
動
な
ど
。

【
応
募
方
法
】

総
合
案
内（
市
役
所
１
階
）、
都
市
計
画

課
、
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
、
地
区
市
民

セ
ン
タ
ー
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
出
張
所
、

図
書
館
な
ど
に
置
い
て
あ
る
チ
ラ
シ
の

中
の
応
募
は
が
き
に
必
要
事
項（
建
物

等
の
名
称
・
所
在
地
、
応
募
者
の
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
、
応
募
の
理
由
）を

記
載
し
、
市
役
所
都
市
計
画
課
へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
F
A
X
、
メ
ー
ル

で
も
応
募
で
き
ま
す
。
複
数
の
応
募
可
。

【
応
募
期
間
】

６
月
１
日(

月)

〜
８
月
31
日（
月
）

当
日
消
印
有
効

【
表
彰
】

選
考
の
結
果
、
特
に
優
れ
て
い
る
ま
ち

問合せ

宇
都
宮
市
都
市
計
画
課

都
市
景
観
グ
ル
ー
プ

☎
0
2
8-

6
3
2-

2
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6
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メ
ー
ル
／u1

2
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@
city.

utsunom
iya.tochigi.jp

【第16回（平成25年度）まちなみ景観賞  大賞】
宇都宮聖ヨハネ教会

経
営
の
相
談
な
ど
で
、

身
近
な
お
つ
き
あ
い
を
し
て
い
ま
す
。



プレミアム率２０％

宇都宮市

販売期間

  対象・
申込方法

会  場

多子世帯
支援

18 歳未満の子どもを 3 人以上養育している世帯または第 3 子を出産予定の世帯に対しては、世帯のうち 1 人に
限り、3冊（予約販売で、すでに多子世帯割引で購入した冊数も含む）を上限に１冊につき9,000円(1,000円割引)
で販売します。なお購入前に宇都宮市子ども未来課が発行する「多子世帯証明書」を申請し、発行された証明書をお
持ちの上、直接会場にお越しください。

●アピタ宇都宮店（１階正面入口）  ●宇都宮駅ビルパセオ（本館北 2 階北側入口）●宇都宮パルコ（1 階特設会場）  
●東武宇都宮百貨店（4 階特別サロン前の通路） ●福田屋ショッピングプラザ宇都宮店（1 階北側正面入口）
●ララスクエア宇都宮店（1 階正面入口）　【計6会場】

Premium

商品券の
有効期間 （有効期間を過ぎた商品券は、無効となります）平成２７年６月２９日（月）～１０月３１日(土）（有効期間を過ぎた商品券は、無効となります）

前回購入者にもチャンス！ 市内約2,300店舗で使える！！

店頭販売会のお知らせ

満18歳以上の宇都宮在住、在勤、在学者
免許証など本人確認ができる書類をお持ちの上、直接販売店へ。

1人あたり上限5冊まで。予約販売で購入した人も購入可能。

※期間内に完売しない場合は 8月5日（水）から
　宇都宮商工会議所・うつのみや市商工会の
　窓口で販売します。

ご購入の際は「購入申込書」をご提出いただきます。販売
会場でもご記入いただけますが、混雑緩和のため事前の準
備にご協力ください。申込書は市および実行委員会のホー
ムページからダウンロードできます。

宇都宮市プレミアム付商品券実行委員会事務局 
［ お問い合わせ ］ 宇都宮商工会議所 〒320-0806 宇都宮市中央３-１-４ TEL.028-637-3131 FAX.028-634-8694   うつのみや市商工会 〒329-1105 宇都宮市中岡本町3225-5 TEL.028-673-1830 FAX.028-673-7019

〒320-0806 宇都宮市中央３-１-４（宇都宮商工会議所内）  TEL.028-614-8201　FAX.028-634-8694

http://www.u-cci.or.jp/premium/ 検索宇都宮市プレミアム付商品券ホームページ 詳しくは

１. つり銭や現金の引換はできません。　２. 次に該当する商品等には使用できません。　（１） 換金性の高いもの（商品券、ビール券、図書券、切手、印紙、プリペイドカードなど）　（２） 土地および家屋などの購入
代金　（３） 「風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律」第 2 条第 5 項に規定する性風俗関連特殊営業に係るもの　（４） 国や地方公共団体への支払い　（５） 取扱店が取り扱いを不可とした商品 

（６） 医療保険や介護保険等が適用されるサービスおよび商品（処方箋が必要な医薬品を含む）　（7）たばこ事業法第 36 条 1 項に規定する各種たばこ商品　（8） その他宇都宮市プレミアム付商品券実行委員
会が不適切と認めるもの

注意
事項

月 金7/13平成27年 31 午前10時～午後4時

第2次販売のご案内
見本

見本

5冊（上限）購入で、最大10,000円分もお得！

１冊あたり販売価格10,000円の商品券で…

12,000円分のお買い物ができる！！
中小店だけで使える
専用券が６,０００円分！+大型店・中小店で使える

共通券が６,０００円分！

　宇都宮市プレミアム付商品券実行委員会（宇都宮商工会議所、うつのみや市商工会、宇
都宮市、宇都宮市商店街連盟）では、地域消費者の購買意欲拡大により、地域経済と商店
街等の活性化を図るため、発行総額18億円分の期間限定プレミアム付商品券を販売中で
す。取扱店舗でお得にお買い物が楽しめるプレミアム付商品券、ぜひご購入ください。

お得！！

先着順
完売次第終了


